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ＳＮＡ産業連関表の概要及び利用方法について ※ 
 

内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部国民生産課 小山 侑大 
 

１．はじめに 

 産業連関表とは、国内経済において一定期間に行われた財・サービス（固有名詞を除いて、
以下「商品」という。）の産業間取引等を行列形式で示した統計表であり、1955 年（昭和 30
年）以来、おおむね５年毎に、関係府省の共同作業として作成している（ＳＮＡ産業連関表
と区別して、「共同産業連関表」という。）。内閣府経済社会総合研究所では、共同産業連関
表等を基に推計した我が国国民経済計算（以下「ＪＳＮＡ」という。）の計数と整合的な「Ｓ
ＮＡ産業連関表」を毎年 1作成・公表している。 
 現在公表しているＳＮＡ産業連関表は、2008ＳＮＡへの対応を含む、2015 年（平成 27 
年）基準ＪＳＮＡの計数を基に、一定の技術仮定（商品技術仮定、産業技術仮定）2に基づ
いて作成されている。 
 ＳＮＡ産業連関表の歴史は古く、1968ＳＮＡに準拠していた 1986 年（昭和 61 年）に初
めて作成された。この間、渡辺（1986）や二上（2000）、渡辺（2003）などＳＮＡ産業連関
表に関する論文は多く出されており、それらは同表が辿った沿革や推計手法上の課題を推
計担当者が学ぶにあたっての必読書とも言えた。しかし、これらの論文は執筆から長い年月
が経過していることに加え、過去の政府刊行物などの冊子形式であることが多いため、学習
者にとってアクセスが容易ではない。なにより、ＳＮＡ産業連関表をＪＳＮＡから作り上げ
る過程を網羅的に記録したものにはなっていなかった。こうした現状は、これからＳＮＡ産
業連関表を学び、分析する推計担当者や他のユーザーにとっての参入障壁になりかねず、Ｓ
ＮＡ産業連関表の認知度向上を目指す筆者にとって最も改善したい点であった。 
 そこで、本稿では、ＳＮＡ産業連関表が、共同産業連関表やＪＳＮＡと何を異にしている
のか概念上の整理を行い、ＪＳＮＡから同表を作成する手順を解説する。そのうえで、現在
公表されている、「2022 年度（令和４年度）国民経済計算」の計数から作成した「2022 年
（令和４年）ＳＮＡ産業連関表」（令和６年３月 29 日公表）の推計結果に基づき、分析手法
やそこから読み取れる情報について概説する。  

 
※ 本稿作成にあたっては内閣府経済社会総合研究所内から有益なコメントをいただいた。本稿の執筆にご 
協力いただいた皆様にこの場で御礼を申し上げたい。なお、本稿の内容は、筆者が属する組織の公式の見
解を示すものではなく、あり得べき誤り等内容に関しすべての責任は筆者にある。 
1 近年は、ＪＳＮＡ年次推計値を公表した翌年の３月に公表している。但し、ＪＳＮＡ基準改定公表年に
ついては、作成及び公表を見送っている。 
2 商品技術仮定とは、「ある商品は、それがどの産業で生産されようとも、同一の投入構造を持つ」とする
仮定。また、産業技術仮定とは、「ある産業は、その生産物構成がどのようなものであろうとも、同一の投
入構造を持つ」とする仮定である。   
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２．ＳＮＡ産業連関表の全体像 

（１）ＳＮＡ産業連関表の特徴 

ＳＮＡ産業連関表は、５年に一度作成される共同産業連関表を補間する毎年次の産業連
関表としての役割を期待され、ＪＳＮＡの 1980 年（昭和 55 年）基準改定を契機に作成手
法を開発し、1986 年（昭和 61 年）の初回公表に至った。ＳＮＡ産業連関表の基本設計は、
①ＪＳＮＡの年次推計 3と同時点で、②ＪＳＮＡと整合的な計数を、③大規模な演算を可能
する高度な電算化処理システムを用いること、で実現するといったものであった。これらの
基本設計は、開発から約 40 年の年月が経った現在においても受け継がれ、時系列分析が可
能な産業連関表として公表を続けている。 

ここでポイントとなるのは、②の“ＪＳＮＡと整合的な計数”である。ＪＳＮＡは共同産業
連関表を基に基準年を推計してはいるものの、共同産業連関表に定義されていない概念も
数多く存在しており、同じ産業連関表といってもすべてが同じなわけではない。さらに、Ｓ
ＮＡ産業連関表の作成に際しては、ＪＳＮＡの計数をそのまま利用することはできず、一工
夫がなされている。そこで、本章「２．ＳＮＡ産業連関表の全体像」ではこれらの相違点に
ついて明らかにし、次章「３．ＳＮＡ産業連関表の作成方法」において、それらを解決する
手法について、作成手順に沿って紹介したい。 
 

（２）ＳＮＡ産業連関表とＪＳＮＡの相違点 

 本節では、ＳＮＡ産業連関表とＪＳＮＡの違いについて説明する。ＳＮＡ産業連関表は、
ＪＳＮＡの年次推計値に共同産業連関表の枠組み（ルール）を適用した統計表であるため、
図表１に示したとおり、ＪＳＮＡと概念上の相違点が存在している。 
 

図表１ ＪＳＮＡとＳＮＡ産業連関表の主な概念相違 

項    目 
ＪＳＮＡ 

（2015 年（平成 27 年）基準） 
ＳＮＡ産業連関表 

（2015 年（平成 27 年）基準） 
屑・副産物の取扱い 商品の産出額に含める 原則としてマイナス投入方式 

価格の評価方法 
生産者価格表示 
購入者価格表示 

生産者価格表示 

（備考）筆者作成。 

 

① 屑・副産物の取扱い 

ある１つの商品を生産する際、その生産技術上必然的に、目的とする商品のほかに別の商
品が副次的に生産される場合がある。この生産物について、共同産業連関表及びＪＳＮＡで
は、当該商品を主産物として生産する部門が他にある場合には「副産物」、ない場合には「屑」

 
3 毎年 12 月中旬以降を目途に公表している国民経済計算の計数全般に関する年次の推計結果。第一次年
次推計から第三次年次推計までの３年間を原則として公表している。 
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と定義しており 45、これらの中でも残存価値を残している「有価財」については、統計資料
等による把握が可能な限りにおいて計上の対象としている 6。しかし、それらの計上方法に
ついては、我が国の共同産業連関表とＪＳＮＡで異なっており、前者の枠組み（ルール）を
適用するＳＮＡ産業連関表は共同産業連関表と同様に、原則として「マイナス投入方式（ス
トーン方式）」と呼ばれる手法を採用している。 

マイナス投入方式は、「副産物が発生した列部門 7にマイナス計上する一方、当該副産物
を投入した列部門に同額をプラス計上し、差し引きゼロとする」処理である。同方式による
と、同一行部門内で当該副産物の生産と投入が相殺された結果、産出額 8に対して中立的に
なる。 

例えば、自動車製造業が主産物として自動車を 100 単位製造した際に、屑・副産物とし
て鉄屑が 20 単位生産され、自動車製造業はこの鉄屑を金属製品製造業に販売する経済取引
を想定する。この場合、マイナス投入方式により、鉄屑を発生させた列部門である自動車製
造業に 20 をマイナス計上する必要があるが、同じく列部門の金属製品製造業が原材料とし
て購入（投入）するため、20 をプラス計上する。その結果、行部門としての鉄屑（鉄鋼業）
では、投入単位は相殺され、産出額に対して中立であることがわかる（図表２）。 

 
図表２ 鉄屑をマイナス投入する汎用例 

 
（備考）筆者作成。 

 

他方、ＪＳＮＡでは、生産過程から生じた屑・副産物を当該商品の産出額に含める処理を
行っていることから、ＳＮＡ産業連関表の産出額は、ＪＳＮＡの産出額に比べ、屑・副産物
の産出額分小さく評価されており、両者は公表計数上でも一致しない。 

 
4 総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」参照。 
5 内閣府（2021）「用語解説」参照。 
6 総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」参照。 
7 産業連関表をタテ方向にみた商品や項目を列部門、ヨコ方向にみた商品や項目を行部門という。 
8 共同産業連関表における国内生産額に相当する。ＳＮＡ産業連関表ではＪＳＮＡ同様に産出額という。 

鉄 鋼 業
自 動 車
製 造 業

金 属 製 品
製 造 業

鉄 鋼 業 ▲ 20 20 0

自 動 車
製 造 業

100

金 属 製 品
製 造 業

100
国 内
生 産 額

中 間 需 要

最 終 需 要
国 内
生 産 額

中

間

投

入

付 加 価 値

主産物

屑・副産物
影響は中立
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② 価格の評価方法 

まず、「価格評価」について概説する。現行のＪＳＮＡの国際基準である 2008ＳＮＡでは、
商品取引の評価について、生産者価格・購入者価格・基本価格の３つが提案されている。生
産者価格は、ある商品について、生産者の事業所における価格で評価するものであり、需要
者に至るまでの運賃や商業に係るマージンを計上しない価格評価法である。購入者価格は、
購入段階における市場価格による評価であるため、それらのマージンを個別の商品に含む
価格評価法である。最後の、基本価格については、生産者価格から生産物に関する税を課税
する前かつ生産物に対する補助金を控除する前の価格評価法である。 

ＪＳＮＡでは、基礎統計上の制約がある中で、2008ＳＮＡの要請 9に応じ、商品別の産出
を生産者価格、中間投入を購入者価格で表示している。例えば、ＪＳＮＡで経済活動別の商
品産出額を示す「経済活動別財貨・サービス産出表」（以下「V 表」という。）は生産者価格
表示を行うため、各商品の販売に至るまでの商業マージンや運賃マージンは当該商品に計
上されないこととなる。他方で、商品が販売に至るまでの各種マージン自体も一つのサービ
ス商品であることからＳＮＡ上記録する必要が生じる。そこで、Ｖ表では、商品に係るマー
ジンを商業（卸売・小売）や運輸業（鉄道輸送、道路輸送、航空輸送など）の産出額として
計上している。ただし、商業や運輸業以外の商品からマージンを控除して、商業や運輸業に
計上し直しているに過ぎず、あくまで一国全体としては、生産者価格表示と購入者価格表示
の産出額は同額となる。他方で、経済活動別の商品投入額を示す「経済活動別財貨・サービ
ス投入表」（以下「U 表」という。）では、購入段階における市場価格である購入者価格表示
であるため、前述の国際基準に適うものであり、商品から各種マージンを控除する必要がな
い。 

次に、ＳＮＡ産業連関表の価格評価について確認する。ＳＮＡ産業連関表は生産者価格表
示であるため、それぞれの商品に各種マージンは含まれておらず、ＪＳＮＡのＶ表と同様に
商業や運輸業に計上されている。図表３は生産者価格表示（上表）と購入者価格表示（下表）
両方の価格評価を行ったひな形である。ＳＮＡ産業連関表は生産者価格表示であるため、上
表のとおり、商業及び運輸業の行部門 10に各種マージンが集約 11されており、そのほかの行
部門における商品には当然マージンを含んでいない。他方で、購入者価格表示の場合は、下
表のとおり、商業及び運輸業の行部門 12にマージン分は計上されておらず、各行部門に散ら
されていることがわかるが、両者ともに内生部門、最終需要・付加価値額、産出額のいずれ
においても、一国合計が一致している。 

 
9 2008ＳＮＡでは、産出は基本価格が最も望ましいが、基本価格表示が困難な場合は生産者価格によるこ
ととされている。System of National Accounts 2008 2.63, 2.64 参照。 
10 図表３における赤破線箇所。 
11 換言すると、各列部門が原材料の生産に要した各種マージンを直接投入（負担）していると言える。 
12 図表３における青破線箇所。 
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図表３ 共同産業連関表（取引額表）の価格表示比較図 

 

 
（備考）筆者作成。 

  

Ａ Ｂ 商 業 運 輸 業 Ｃ Ｄ
内生部門

計

Ａ 100 100 100 100 100 100 600 ▲ 600 1,300 1,300

Ｂ 100 100 100 100 100 100 600 ▲ 300 1,200 1,500

商 業 60 100 140 180 220 260 960 500 340 1,800

運 輸 業 60 100 140 180 220 260 960 500 340 1,800

Ｃ 100 100 100 100 100 100 600 300 1,200 2,100

Ｄ 100 100 100 100 100 100 600 600 1,100 2,300

内 生 部 門 計 520 600 680 760 840 920 4,320 1,000 5,480 10,800

780 900 1,120 1,040 1,260 1,380 6,480 0 0 6,480

1,300 1,500 1,800 1,800 2,100 2,300 10,800

産 出 額
最終需要

計

中
　
間
　
投
　
入

産 出 額

付 加 価 値 計

生産者価格表

中　間　需　要

輸 出 入

Ａ Ｂ 商 業 運 輸 業 Ｃ Ｄ
内生部門

計
商業マー
ジ ン

運輸マー
ジ ン

Ａ 120 140 160 180 200 220 1,020 ▲ 600 1,300 ▲ 210 ▲ 210 1,300

Ｂ 120 140 160 180 200 220 1,020 ▲ 300 1,200 ▲ 210 ▲ 210 1,500

商 業 20 20 20 20 20 20 120 500 340 420 420 1,800

運 輸 業 20 20 20 20 20 20 120 500 340 420 420 1,800

Ｃ 120 140 160 180 200 220 1,020 300 1,200 ▲ 210 ▲ 210 2,100

Ｄ 120 140 160 180 200 220 1,020 600 1,100 ▲ 210 ▲ 210 2,300

内 生 部 門 計 520 600 680 760 840 920 4,320 1,000 5,480 0 0 10,800

780 900 1,120 1,040 1,260 1,380 6,480 0 0 6,480

1,300 1,500 1,800 1,800 2,100 2,300 10,800

産 出 額

中
　
間
　
投
　
入

付 加 価 値 計

産 出 額

購入者価格表

中　間　需　要

輸 出 入
最終需要

計

控　除
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――――［コラム１］共同産業連関表とＳＮＡ産業連関表の相違点―――― 

 
ＳＮＡ産業連関表は、ＪＳＮＡの年次推計値をもとに作成しているため、ＪＳＮＡ推計で

行っている共同産業連関表との概念調整を差分として含んでいる。この概念相違のうち主
なものについては、内閣府が公表している「2015 年（平成 27 年）基準ＳＮＡ産業連関表
の概要」によく整理されているため、本コラムにおいて一部補足のうえ改めて紹介する。 

 
図表 共同産業連関表とＳＮＡ産業連関表の主な概念相違 

 
（備考）内閣府「2015 年（平成 27 年）基準ＳＮＡ産業連関表の概要」により作成。 

 
（１）娯楽作品原本の資本化・著作権等サービスの計上 

 娯楽作品原本及び著作権等サービスについては、国際基準である 2008ＳＮＡへの対応と
して、ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では平成 27 年基準から計上している。 

「娯楽作品原本」については、①映画原本、②テレビ番組原本、③音楽原本及び④書籍原
本を新たに総固定資本形成として計上している。また、「娯楽作品原本」を総固定資本形成
として計上することから、生産資産（著作権）の使用に対する受払を、従前の「財産所得う
ち賃貸料」ではなく、「著作権等サービス」というサービスの産出とそれに対する支払とし
て計上する。なお海外との取引については、「国際収支統計」における「著作権等使用料」
をサービスの輸出入に計上しているが、そのうち、国内における取引は中間消費に計上して

共同産業連関表（総務省等） ＳＮＡ産業連関表
（2015年（平成27年）） （2015年（平成27年）基準）

娯楽作品原本は総固定資本形成に計上
著作権等サービスは主に輸出入（国内
の取引は中間消費）に計上

固定資産のリース取引 FL・OLの区分をせず計上 リース区分（FL/OL）に応じて計上
住宅宿泊サービスは国内家計最終消費
支出に計上
住宅宿泊仲介サービスは中間消費と国
内家計最終消費支出に計上

特許等サービス 計上対象としていない
主に輸出入（国内の取引は中間消費）
に計上

事務用品、自家輸送は仮設部門として
設けている
再生資源回収・加工処理は独立部門と
して設けている

家計外消費支出
最終需要及び付加価値（外生部門）に
計上

中間消費（内生部門）に計上

資本形成に係る消費税 グロス方式 修正グロス方式
自社開発ソフトウェア 計上対象としていない 総固定資本形成に計上

部門として設定せず、各投入部門に割
り振っている

項　　　　目

娯楽作品原本・著作権等
サービス

計上対象としていない

住宅宿泊事業 計上対象としていない（制度開始前）

事務用品、自家輸送、再
生資源回収・加工処理
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いる。 
 一方で、共同産業連関表では、「娯楽作品原本」及び「著作権等サービス」について計上
対象としていない 13。 
 
（２）リース区分に応じた資産の計上 

リース取引については、2008ＳＮＡにおいて、その対象資産の所有権を法的なものと経
済的なものに区分したうえで、「FL」と「OL」14の帰属先の整理を求められている。 

ＪＳＮＡでは、平成 27 年基準改定から、「FL」については、サービスを提供する主体を
全て金融として整理し、新たに FISIM（間接的に産出される金融仲介サービス）産出額を計
上し、需要先として全額中間消費に配分している。また、「OL」については、共同産業連関
表の物品賃貸業の産出額から「FL」による産出額を控除した額を、物品賃貸サービス（OL）
の産出額として計上し、需要先として主に中間消費に計上する処理を行っている。これらの
処理については、ＳＮＡ産業連関表においても同様である。 

一方で、共同産業連関表では、「FL」及び「OL」を全て物品賃貸業の産出額として計上し
ている 15。 

なお、本事項に係る概念や推計の考え方等については、統計委員会第 18 回国民経済計算
体系的整備部会資料３16及び茂野（2020）17を参照されたい。 
 
（３）住宅宿泊事業の反映 

ＳＮＡ産業連関表では、ＪＳＮＡに基づき、住宅宿泊事業法（平成 29 年法律第 65 号）
及び国家戦略特別区域法（平成 25 年法律第 107 号）に基づき行われる住宅宿泊事業を計上
対象としている 18。「住宅宿泊サービス（個人間取引）」については、新たに国内家計最終消
費支出に計上し、「住宅宿泊仲介サービス（マッチングプラットフォーマーが行う仲介事
業）」については、新たに中間消費と国内家計最終消費支出に計上している一方、共同産業
連関表では、これらについて計上対象としていない。 

なお、本事項に係る概念や推計の考え方等については、統計委員会第 19 回国民経済計算
体系的整備部会資料２19及び小池（2020）20を参照されたい。 

 
13 令和２年共同産業連関表では、娯楽・文学・芸術作品の原本を新たに生産に追加し、輸出入の譲渡取引
を含めて全額を「国内総固定資本形成」部門に計上する変更を行っている。 
14 「FL」はファイナンシャルリースの略称。「OL」はオペレーティングリースの略称。 
15 令和２年共同産業連関表では、FL と OL を区分し、平成 27 年表から計上先の変更を行っている。 
16 https://www.soumu.go.jp/main_content/000667538.pdf 
17 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/snaq/snaq166/snaq166_d.pdf 
18 国家戦略特別区域法に基づく住宅宿泊事業は 2016 年１月以降、住宅宿泊事業法に基づく住宅宿泊事業
は 2018 年６月以降に行われている。 
19 https://www.soumu.go.jp/main_content/000651667.pdf 
20 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/snaq/snaq166/snaq166_c.pdf 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000667538.pdf
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/snaq/snaq166/snaq166_d.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000651667.pdf
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/snaq/snaq166/snaq166_c.pdf
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（４）特許等サービスの計上 

ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では、2008ＳＮＡへの対応に伴い、平成 23 年基準改定か
ら、特許等使用料の受払いについて、商品の産出とそれに対する支払いとして扱い、需要先
は主に輸出として計上している（国内の需要先は中間消費となる）一方、共同産業連関表で
は、「特許等サービス」について計上対象としていない。 
 
（５）自家輸送、事務用品、再生資源回収・加工処理 

ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表は、自家輸送（自家用旅客自動車輸送、自家用貨物自動車
輸送）、事務用品、再生資源回収・加工処理は、独立部門とはせず、他の部門に割り振って
いる。 

一方、共同産業連関表では、自家輸送、事務用品は仮設部門、再生資源回収・加工処理は
平成 12 年表から独立部門としている。 
 
（６）家計外消費支出 

ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では、家計外消費支出を各産業の生産活動に直接必要と
する経費として内生部門（中間投入）として取り扱っている。 

一方、共同産業連関表では、外生部門である最終需要部門及び付加価値部門にそれぞれ
計上している。 
 

（７）総資本形成に係る消費税 

ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では、我が国の消費税制度が設備投資、在庫投資について
前段階課税分の控除を認めているため、投資にかかる消費税額を投資額より一括控除して
いる（修正グロス方式）。 

一方、共同産業連関表における消費税の表章形式は、すべての課税対象について税込みの
価格で表示している（グロス方式）。 
 
（８）自社開発ソフトウェアの固定資本形成への計上 

 ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では、1993ＳＮＡにおいて、企業の生産活動の過程で 1 
年を超えて使用するコンピュータ・ソフトウェアを総固定資本形成に見直したこと受け、新
たに自社開発ソフトウェア分を固定資本形成の推計対象に含めている。自社開発ソフトウ
ェアは、社内において自己使用目的で生産・開発されるソフトウェアであり、市場価格で評
価することが出来ないため、開発に従事する労働者の人件費等を基に推計している一方、共
同産業連関表では、自社開発ソフトウェアについて計上対象としていない。 
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３．ＳＮＡ産業連関表の作成方法 

ＳＮＡ産業連関表作成の材料となるＪＳＮＡでは、コモディティ・フロー法 21（以下「コ
モ法」という。）と付加価値法 22（以下「付加法」という。）の両面からそれぞれ国内総生産
（付加価値）の推計を行っている。ＪＳＮＡの公表物である「国民経済計算年報」では、コ
モ法による推計値を「付表１ 財貨・サービスの供給と需要（名目）」（以下「2a 表」という。）
に、付加法による推計値を「付表２ 経済活動別の国内総生産・要素所得」（以下「1a 表」と
いう。）に掲載している。これらの推計値は使用する基礎統計の相違から、両者が計数を共
有する産出額以外（即ち、中間消費（中間投入）と国内総生産）は一致しないため、乖離分
を「統計上の不突合」として表章している。この不突合については、第三次年次推計におい
て供給・使用表（ＳＵＴ）の枠組みを活用することで、中間消費と中間投入を一致させた上
で、それぞれの計数が整合する供給表・使用表 23を公表している。 

ＳＮＡ産業連関表についても、行列の整合性を保つ必要があることから、統計上の不突合
を解消したＪＳＮＡの計数をもとに作成を行っている。図表４はＳＮＡ産業連関表（取引基
本表）の様式例であるが、左上部分の内生部門、右上部分の外生部門（うち最終需要項目）
及び左下部分の外生部門（うち付加価値項目）の３部門（いずれも後述）に大別され、それ
ぞれ、ＪＳＮＡの付加法及びコモ法から作成されるＵ表、コモ法から作成される 2a 表、付
加法から作成される 1a 表に相当する形式になっている。ただし、３．で述べたとおり、Ｊ
ＳＮＡとＳＮＡ産業連関表に概念上の違いがあることから、ＪＳＮＡの推計値をそのまま
利用出来ないため、商品概念や各部門間の整合性が担保された計数となるよう、後述する調
整を行ったうえで作成している。 

図表４ ＳＮＡ産業連関表の様式例 

 
（備考）ＳＮＡ産業連関表「第１表 取引基本表（名目）」を基に筆者作成。 

 
21 各商品の生産、輸出入、在庫増減等を把握して国内総供給側を推計し、これらの商品を流通段階ごとに
消費、投資などの需要項目別に金額ベースで推計する手法。 
22 コモ法により推計された商品別産出額から産業別産出額を推計するＶ表及び、Ｖ表で推計した産業別産
出額に中間投入比率を乗じることにより中間投入額を推計するＵ表の２つの表を作成して、それぞれの表
で推計した産出額から中間投入額を差し引くことで産業別国内総生産を求める手法。 
23 供給表・使用表の２枚を合わせることで、産業連関表に相当する統計表が得られる。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 内生部門計 政 府 消 費 家 計 消 費
対家計民間
非営利団体
消 費

政 府 現 物
社 会 移 転

公 的 民 間 輸 出
輸 入
（ 控 除 ）

産 出 額

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

内 生 部 門 計

固 定 資 本 減 耗

生 産 に 課 さ れ る 税

補 助 金

雇 用 者 報 酬

営業余剰・混合所得

付 加 価 値 計

産 出 額

中間需要
最終消費 総固定資本形成

最終需要（国内総生産）

純輸出

在 庫 変 動

中
間
投
入

（１）内生部門 （２）外生部門（うち最終需要項目）

（３）外生部門（うち付加価値項目）



国民経済計算関連論文 No.19 
2025 年 11 月 

10 
 

（１）内生部門の作成方法 

 内生部門とは、ＳＮＡ産業連関表において産業間における中間取引を示す部門であり、図
表４における、商品と商品が交差している左上部分を指す。他方で、付加法におけるＵ表に
ついても同様に産業間における中間取引を示しているが、タテに産業を持つため、そのまま
内生部門には当てはめることが出来ない 24。そこで、本節で詳述する一定の数学的処理を加
えて、Ｕ表のタテを産業から商品に転換することで、ＳＮＡ産業連関表における内生部門に
該当する、商品別商品投入表（以下「Xu 表 25」という。）を作成している。 
 まず、Xu 表作成に至るまでのフロー全体を確認したい。そもそも、Ｘu 表のベースとなる
ＪＳＮＡのＵ表は、購入者価格表示であることから、各商品からマージンを剥がす必要があ
る。そこで、本項では、①共同産業連関表から基準年の生産者価格表示Ｕ表を作成するまで、
②そこから各年次の生産者価格表示 U 表を作成するまで、③生産者価格 U 表からタテを商
品に置き替えた Xu 表を作成するまで、の３ステップに分けてフローを確認したい（図表５）。 
 

図表５ Ｘu表の作成イメージ 

 
（備考）筆者作成。 

 
24 正確には、Ｕ表は購入者価格表示である一方、ＳＮＡ産業連関表は生産者価格表示であることや屑・副
産物の扱いの違いなど、調整が必要な点は他にもある。 
25 通常、X 表は基本取引表全体を指すが、商品別商品投入表はあくまで内生部門であるため、混同を避け
るために Xu 表としている。 

産業連関表
基本取引表（X表）

産業連関表
附帯表V表

【基準年】商品別商品投入係数表（Ａ表） 【基準年】産業別商品産出係数表（C表）

【各年次】産業別商品投入表（U表） 【各年次】産業別商品産出表（V表）

【各年次】産業別商品投入係数表（B表）
【各年次】産業別商品産出係数表（C表）
【各年次】商品別産業産出係数表（D表）

【基準年】産業別商品投入係数表（B表）

【基準年】産業別商品投入表（U表）

【各年次】商品別商品投入係数表（A表）

【各年次】商品別商品投入表（Xu表）

①

②

③
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① 共同産業連関表ベースＵ表の作成 

i. 共同産業連関表の取引基本表（以下「X 表」という。）のうち、生産者価格表及び購入
者価格表の両方について、コラム１に記載した項目をはじめとした、共同産業連関表と
ＪＳＮＡの各種差異概念を調整する 26。その結果得られた調整済み X 表における各商
品の交点を商品（タテ）の産出額で除することで、商品別商品投入係数表（以下「A 表」
という。）を作成する。例えば、商品Ａの産出額が 10 単位あり、自己部門たる商品Ａ
を３単位投入している場合、商品 A の産出に対する商品 A の投入係数は 0.3 になる（図
表６）。こうして、商品別の中間投入構造を得ることが出来る。 

 
図表６ Ａ表の作成イメージ 

 
（備考）筆者作成。 

 
ii. 次に、共同産業連関表の附帯表 V 表 27から、共同産業連関表ベースＶ表を作成する 28。

その際、附帯表 V 表は屑・副産物がプラスで記録されているため、それらを主産物（対
角線上）に計上し直す作業が必要となる。これは、屑・副産物は主産物の生産過程で発
生するため、あくまで主産物の生産技術と一体と見做すＪＳＮＡにおける規定 29によ
るものである。その後、同表の各交点を産業（タテ）の産出額で除することで、産業別
商品産出係数表（以下「C 表」という。）を作成する。例えば、Ａ産業の主産物Ａが 13
単位あり、副産物Ｃが３単位ある場合、ＣをＡに合算して得られた 16 単位をＡ産業産
出額全体の 16 単位で割ることで、Ａ産業における商品 A の産出係数は１.0 になる（図
表７）。こうして、産業別の商品（主産物）産出構造を得ることが出来る。 
 
 

 
26 内閣府（2024）「国民経済計算推計手法解説書（年次推計編）2015 年（平成 27 年）基準版」、第３章 
国内総生産（生産側）の推計を参照。 
27 ＪＳＮＡのＵ表と行列を揃えるため、附帯表 V 表を産業（列）×商品（行）に行列を転換している。 
28 あくまで屑・副産物を対角線に計上する処理であり、副次生産物については対角線外に残存する。 
29 ＪＳＮＡにおいて、附帯表 V 表から U 表を作成する際、本来は主産物の生産過程で意図せず産出され
る屑・副産物に対して、商品技術仮定を適用することを避ける目的で行っている。 

商 品 Ａ 商 品 Ｂ 商 品 Ｃ 商 品 Ｄ

商 品 Ａ 3 2 0 0 5 10 0.30 0.10 0.00 0.00

商 品 Ｂ 2 7 2 2 7 20 0.20 0.35 0.07 0.05

商 品 Ｃ 0 3 15 0 12 30 0.00 0.15 0.50 0.00

商 品 Ｄ 0 1 1 18 20 40 0.00 0.05 0.03 0.45

5 7 12 20 0.50 0.35 0.40 0.50

10 20 30 40 1.00 1.00 1.00 1.00

最 終 需 要 産 出 額
取引基本表
（Ｘ表）

中
間
投
入

中間需要

商 品 Ｂ

商 品 Ｄ

付 加 価 値

産 出 額

付 加 価 値

産 出 額

商 品 Ｃ

商 品 Ａ 商 品 Ｂ 商 品 Ｃ 商 品 Ｄ

商 品 Ａ

商品別投入係数表
（Ａ表）
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図表７ Ｃ表の作成イメージ 

 
（備考）筆者作成。 
 

iii. ＪＳＮＡ及びＳＮＡ産業連関表では、産出する産業に関係なく、商品の投入係数を一定
と考える（つまり、同一商品に適用するＡ表を一定とする）商品技術仮定を大原則とし
ている 30ため、ⅰで作成した A 表と、ⅱで作成した C 表との行列の積を求めることで、
同仮定に基づいた産業別商品投入係数表（以下「B 表」という。）を作成する 31。 

例えば、各産業𝑗𝑗における商品𝑖𝑖の投入係数𝑏𝑏𝑖𝑖,𝑗𝑗は次式のとおり求められる。 

𝑏𝑏𝑖𝑖𝑖𝑖 = � �𝑎𝑎𝑖𝑖,𝑘𝑘 × 𝑐𝑐𝑘𝑘,𝑗𝑗�
𝑘𝑘

 

𝑎𝑎𝑖𝑖,𝑘𝑘 Ａ表の各列商品 k における行商品 i の投入係数 
𝑐𝑐𝑘𝑘,𝑗𝑗 Ｃ表の列産業ｊにおける各行商品 k の産出係数  

 
 具体的な事例（図表８）で考えると、Ａ産業はＡ商品のみを生み出している（Ｃ表）
ため、Ａ商品の生産に必要な投入係数（Ａ表）だけを適用すればよく、Ａ商品はＡ商品
を 0.3、Ｂ商品を 0.2 投入することから、Ａ産業の投入係数はＡ商品と同様になる。 

 
図表８ Ｂ表の作成イメージ 

 
（備考）筆者作成。 

 
30 ＪＳＮＡでは、商品別推計であるコモ法が支出側系列及び生産側系列の源流を成していることから、商
品別の投入係数と親和性があること、主産物に対しては商品技術仮定が優位と考えられていること、など
が理由として挙げられる。 
31 技術仮定の理論式については、後述するコラムを参照のこと。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 13 4 3 0 20 Ａ 16 4 0 0 20 Ａ 1.00 0.12 0.00 0.00

Ｂ 4 25 10 1 40 Ｂ 0 30 10 0 40 Ｂ 0.00 0.88 0.20 0.00

Ｃ 0 2 32 26 60 Ｃ 0 0 34 26 60 Ｃ 0.00 0.00 0.69 0.26

Ｄ 3 4 5 68 80 Ｄ 0 0 5 75 80 Ｄ 0.00 0.00 0.10 0.74

20 35 50 95 16 34 49 101 1.00 1.00 1.00 1.00産業別産出額

商品別
産出額

商
　
品

産業別商品
産出構成比
（Ｃ表）

産　業

商
　
品

産業別産出額産業別産出額

産　業

商
　
品

IO附帯表Ｖ表

産　業
商品別
産出額

IOベースＶ表

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.10 0.00 0.00 Ａ 1.00 0.12 0.00 0.00 Ａ 0.30 0.12 0.02 0.00

Ｂ 0.20 0.35 0.07 0.05 Ｂ 0.00 0.88 0.20 0.00 Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05

Ｃ 0.00 0.15 0.50 0.00 Ｃ 0.00 0.00 0.69 0.26 Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13

Ｄ 0.00 0.05 0.03 0.45 Ｄ 0.00 0.00 0.10 0.74 Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.34

0.50 0.35 0.40 0.50 1.00 1.00 1.00 1.00 0.50 0.37 0.40 0.47

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

産　業 産　業

商
　
品

商
　
品

産 出 額

商
　
品

産 業 別 産 出 額

商品別投入係数表
（Ａ表）

商　品 産業別商品
産出構成比
（Ｃ表）

付 加 価 値

産業別投入係数表
（Ｂ表）

付 加 価 値

産 出 額



国民経済計算関連論文 No.19 
2025 年 11 月 

13 
 

iv. 最後に、ⅲで求めたＢ表を共同産業連関表ベースＶ表の産業別産出額に乗ずることで、
共同産業連関表ベースＵ表（以下「ＩＯベースＵ表」という。）（生産者価格表示、購入
者価格表示）を作成する。例えば、A 産業の商品投入額は産出額 15 単位に、A 商品の
0.3 と B 商品の 0.2 を乗じて求める（図表９）。 

 
図表９ ＩＯベースＵ表の作成イメージ 

 
 
② 各年次の生産者価格Ｕ表の作成 

 次に各年次のＵ表を作成する。Ｕ表はＪＳＮＡの年次推計で作成しているが、購入者価格
表示であるため、生産者価格に基づくＳＮＡ産業連関表の推計にはそのまま使用すること
が出来ない。そのため、前項①で求めたＩＯベースＵ表（生産者価格表示、購入者価格表示）
を用いて、ＪＳＮＡ年次推計のＵ表 3233を生産者価格表示に転換する。 
 具体的には、購入者価格表示のＩＯベース U 表の各要素から生産者価格表示の同表の対
応する要素を控除することで、差分として商品別の運賃・商業マージン額を算出する。これ
を購入者価格表示のＩＯベース U 表の各要素で除算することで求められる各要素における
運賃・商業マージン率を、各年次の購入者価格表示Ｕ表（ＪＳＮＡ年次推計値）の対応する
要素に乗じることで、各年次Ｕ表における各要素の運賃・商業マージン額を計算する。 

各年次の運賃・商業マージン額 = 各年次の購入者価格表示Ｕ表 ×
基準年の運賃・商業マージン額

基準年の購入者価格表示ＩＯベースＵ表
 

 こうして求められた運賃・商業マージン額を当該年の購入者価格表示のＵ表から控除す
ると同時に、運輸業・商業の行に計上することで、各商品から運賃・マージン額が除かれた
生産者価格表示の U 表を作成する 34。 

 
32 付加法による U 表には、家計外消費（宿泊、交際費及び福利厚生費）及び事務用品の行部門が存在する
一方でコモ法による 2a 表では各商品に配分されているため、U 表と 2a 表の行部門概念を合わせるべく、
それぞれについて、X 表（基準年共同産業連関表）の列ベクトルで按分している。 
33 ＪＳＮＡにおけるＵ表は列部門数に対して行部門数が多い。他方で、産業連関表形式では、内生部門に
おける行列の部門数は一致している必要があることから、行部門を列部門と同様の粒度に集計している。 
34 通常、U 表は産業別中間投入表であるため、産業×商品のみのマトリックス表を示すが、ＳＮＡ産業連
関表は最終的にはタテに付加価値項目を取るため、通常の U 表に付加価値項目を付け加えている。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.12 0.02 0.00 Ａ 4.50 4.32 1.02 0.00

Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05 Ｂ 3.00 11.63 6.14 5.43

Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13 Ｃ 0.00 4.63 18.88 12.87

Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.34 Ｄ 0.00 1.54 3.96 34.27

0.50 0.37 0.40 0.47 7.50 12.87 20.00 47.43

1.00 1.00 1.00 1.00 15.00 35.00 50.00 100.00

（備考）筆者作成。
15.0 35.0 50.0 100.0

産業別投入係数表
（Ｂ表）

産　業
ＩＯベースＵ表

産　業

産 出 額産 出 額

ＩＯベースＶ表
産 出 額

商
　
品

商
　
品

付 加 価 値 付 加 価 値
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③ 商品別商品投入表（Ｘu表）の作成 

 これまでのプロセスで Xu 表作成に必要な素材が出揃ったため、いよいよ U 表の列を産業
から商品に置き換えるステップに移ることが出来る。①ⅲ．ＩＯベースＵ表の作成では、Ａ
表を一定と見做す商品技術仮定により、ＩＯベースＵ表の作成を行ったが、Ｘu 表の作成に
は、それに産業技術仮定をも駆使して、１枚の商品別商品投入係数表（A）を演算し、商品
別商品投入表（Ｘu）を作成している。 

まず、②で作成した生産者価格Ｕ表と、屑・副産物を対角線に計上したＶ表 35を用いて、
商品技術仮定に基づいた商品別商品投入係数表（以下「Ax1 表」という。）を求める。具体的
には、(a)式のとおり、Ｕ表は、商品技術仮定に基づいた投入構造を一定に持つ Ax1 表を、タ
テヨコ転置したＶ’表に乗じることで求められるため、この等式を利用して、両辺をＶ’表で
割る（正確には行列演算であるため、両辺に逆行列（V’-1）を乗じる）ことで、Ax1 表を求め
る(b)式に置き換えられる。 

𝑈𝑈 = 𝐴𝐴𝑥𝑥1𝑉𝑉′ (𝑎𝑎) 
𝐴𝐴𝑥𝑥1 = 𝑈𝑈𝑉𝑉′−1 (𝑏𝑏) 

 また、(b)式は、コラムで紹介しているとおり、ＵＶ表それぞれの構成比である産業別商
品投入係数表（B）と産業別商品産出係数表（C）の逆行列の積から求めることも可能であ
る（①ⅲ．の関係式は、(b’)式の両辺をＣで除することで導出できるため、同義と分かる）。 

𝐴𝐴𝑥𝑥1 = 𝐵𝐵𝐶𝐶−1 (𝑏𝑏′) 
 

図表９ 商品技術仮定の適用イメージ 

 
（備考）筆者作成。 

 
こうして求められた商品別投入係数表（Ax1）を商品別産出額（q）の対角行列に乗じるこ

とで、商品別商品投入表（Xu）を作成することが出来る（^は対角行列を表す）。 
𝑋𝑋𝑢𝑢 = 𝐴𝐴𝑥𝑥1𝑞𝑞� (𝑐𝑐) 

 
しかし、商品技術仮定に基づいた商品別商品投入係数表（Ax1）の計算には、(b)式で示し

たとおり、逆行列演算を用いるため投入係数に負値が生じる場合がある。これは、統計処理

 
35 以下、単にＶ表という場合は商品（列）×産業（行）のマトリックスを指し、産業（列）×商品（行）
に転置する場合はＶ’表と記載している。 

商品技術仮定：C表の行商品にはどの産業による産出であっても同じA表の行商品が適用されている。
A表 A商品 B商品 C表 A産業 B産業 B表 A産業 B産業

A商品 a11 a12 A商品 v11 v12 A商品
a11 *v11

+a12 *v21
a11 *v12

+a12 *v22

B商品 a21 a22 B商品 v21 v22 B商品
a21 *v11

+a22 *v21
a21 *v12

+a22 *V22

× =
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上受け入れ難い課題であり、商品技術仮定が持つ最大の弱みである 36。そこで、ＳＮＡ産業
連関表では、負値が発生した行列の成分については、列を丸ごと産業技術仮定に基づいて演
算された商品別商品投入係数表（Ax2）に差し替えることで、負値の発生を防いでいる 37。 

産業技術仮定は、産業の投入構造を生産する商品の違いに関係なく一定とする考えであ
るため、商品別商品投入係数（Ax2）の作成には、U 表から求められる産業別商品投入係数
表（B）を、V 表から求められる商品別産業産出係数表（D）に乗じることで求められる。 

𝐴𝐴𝑥𝑥2 = 𝐵𝐵𝐵𝐵 (𝑑𝑑) 
 

図表 10 産業技術仮定の適用イメージ 

 
（備考）筆者作成。 

 
 (b)及び(d)式から演算された Ax1、Ax2 の２表を統合して負値のない A 表を作成し、商品
別産出額（q）を掛けることで、内生部門（Xu）を計算している。 

𝑋𝑋𝑢𝑢 = 𝐴𝐴𝑞𝑞� (𝑒𝑒) 
 
 この時点の Xu 表は、屑・副産物を含む V 表の商品別産出額から求めているため、生産さ
れた屑・副産物が内生部門に残存している。そこで、ＪＳＮＡの年次推計で作成している、
屑・副産物Ｖ表 38の各要素を Xu から控除することで、各列部門が生産した屑・副産物を記
録しない「マイナス投入方式」に基づいた Xu 表を作成している。 
 以上の計算式により、ＳＮＡ産業連関表の内生部門に相当する Xu 表が求められるが、ベ
ースとなったＪＳＮＡ側の不突合により、ＳＮＡ産業連関表全体として行列は必ずしも整
合しない。そのため、この段階では Xu 表の仮値である点に注意が必要である。  

 
36 渡辺（2003）は、この課題こそが米国が産業技術仮定を用いている要因であると指摘している。 
37 それぞれの技術仮定についてはコラムで詳述するが、一般的に、産業別に生産技術が一定であると仮定
する産業技術仮定よりも、各商品の原材料等の生産技術が一定とする商品技術仮定の方が説得的であり、
産業連関表やＪＳＮＡで商品別の推計に慣れ親しんだ我が国において、産業技術仮定を基本思想に据える
ことは困難であると考えられている。 
38 屑・副産物のみを計上している V 表。 

産業技術仮定：D表の行産業にはどの商品による産出であっても同じB表の行商品が適用されている。
B表 A産業 B産業 D表 A商品 B商品 A表 A商品 B商品

A商品 b11 b12 A産業 v11 v12 A商品
b11 *v11

+b12 *v21
b11 *v12

+b12 *v22

B商品 b21 b22 B産業 v21 v22 B商品
b21 *v11

+b22 *v21
b21 *v12

+b22 *V22

× =
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――――［コラム２］商品技術仮定と産業技術仮定 ―――― 

 

 産業連関表の作成方法について、国際連合からは、供給用と使用表から商品技術仮定又
は産業技術仮定のいずれかを介し、商品×商品の「シンメトリック産業連関表」（行部門
と列部門が１対１で対応する表）を作成する方法が提唱されている 39。 
① 商品技術仮定 
 商品技術仮定とは、ある商品については、どの産業で生産されても同一の生産技術構造を
持つと仮定する考えである。この仮定に基づくと、A 商品を主産する甲産業も、A 商品を副
産する乙産業も、生産する商品が同一であるため、甲乙それぞれの産業が持つ中間投入構造
に左右されない、A 商品自体の中間投入構造を適用することとなる。 
② 産業技術仮定 
 産業技術仮定とは、ある産業で生産された商品は、どの商品であっても同一の生産技術構
造（中間投入する行部門の構成）を持つと仮定する考えである。この仮定に基づくと、A 商
品を主産する甲産業と、A 商品を副産する乙産業では、同一の A 商品を生産しているもの
の、甲乙それぞれの産業における中間投入構造を適用することとなる。 
 
 では、それぞれの技術仮定を投入産出関係の仮定式から数式化してみたい。本コラムにお
ける式展開は、渡辺（2003）を参考に補足等を行った。下記表では、産業連関表における列
部門・行部門の対応関係に沿って、記号の定義づけを行っている（例えば、U は列部門に産
業・行部門に商品を持つ、産業×商品のマトリックスであることを指している）。 

 
Ｘu 商品別商品投入表（Ｘu 表） 
Ｖ 産業別商品産出表（V 表） 
Ｕ 産業別商品投入表（U 表） 
ｑ 商品別産出額 
ｇ 産業別産出額 
ｆ 商品別最終需要額 
ｙ 産業別付加価値額 
’ 行列の転置を示す 

 次に、これらの表や計数から導出できる各種係数について整理する。 

 
39 総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」、61 頁。 

商 品 産 業 最 終 需 要 産 出 額
商 品 Xu U ｆ q
産 業 V g
付 加 価 値 y'
産 出 額 q' g'
（備考）推計手法解説書（年次推計編）平成17年基準版　から引用。
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A 商品別商品投入係数表（A 表） 
B 産業別商品投入係数表（B 表） 
C 産業別商品産出係数表（C 表） 
D 商品別産業産出係数表（D 表） 
 

 これらの表は、生産の技術的条件に関する以下３つの仮定式から、それぞれの表を導出す
ることができる（以下、数式における＾は対角行列を示す）。 
 ①産出の投入係数行列 
  産業別産出額（g）を産業別商品投入係数表（B）に乗ずることで、U 表を導出できる。 

𝑈𝑈 = 𝐵𝐵𝑔𝑔� (𝑎𝑎) 
  この関係式を、g で除算 40することで B を導出する計算式が求まる。 

𝐵𝐵 = 𝑈𝑈𝑔𝑔�−1 (𝑏𝑏) 
 ②産出係数行列 
  産業別産出額（g）を産業別商品産出係数表（C）に乗ずることで、V’表を導出できる。 

𝑉𝑉′ = 𝐶𝐶𝑔𝑔� (𝑐𝑐) 
この関係式を、g で除算することでＣを導出する計算式が求まる。 

𝐶𝐶 = 𝑉𝑉′𝑔𝑔�−1 (𝑑𝑑)  
 ③市場配分行列 
  商品別産出額（q）を商品別産業産出係数表（Ｄ）に乗ずることで、V 表を導出できる。 

𝑉𝑉 = 𝐷𝐷𝑞𝑞� (𝑒𝑒) 
この関係式を、q で除算することでＤを導出する計算式が求まる。 

𝐷𝐷 = 𝑉𝑉𝑞𝑞�−1 (𝑓𝑓) 
 
 これらの関係式と２つの技術仮定を組み合わせて、商品別商品投入係数（Ａ）を作成する。 
（１）商品技術仮定 
 商品技術仮定では、生産する産業に関係なく、同一商品の投入構造は一定と考えるため、
商品別商品投入係数（A 表）を固定する考え方である。つまり、産業別の商品産出額を示す
V’表に A 表を乗ずることで、産業別商品中間投入額（Ｕ表）を求めることが出来る。 

𝑈𝑈 = 𝐴𝐴𝐴𝐴′ (𝑔𝑔) 

 
40 本稿では、行列計算を便宜上１次方程式で表記しているため、除算は逆行列の積を意味する。 

商 品 産 業 最 終 需 要 産 出 額
商 品 A B、C
産 業 D
付 加 価 値
産 出 額
（備考）筆者作成。
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 (g)式に、(c)式を代入し、(h)式を導出する。 
𝑈𝑈 = 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑔𝑔� (ℎ) 

 この関係式を、g で除算し、 
𝑈𝑈𝑔𝑔�−1 = 𝐴𝐴𝐴𝐴 (𝑖𝑖) 

 (i)式の左辺に(b)式を代入することで、商品技術仮定に基づく、Ａ表を求める公式(k)式が
導出される。 

𝐵𝐵 = 𝐴𝐴𝐴𝐴 (𝑗𝑗) 
𝐴𝐴 = 𝐵𝐵𝐶𝐶−1 (𝑘𝑘) 

 
（２）産業技術仮定 
 産業技術仮定では、産業の投入構造が生産する商品の差異に関係なく一定と考えるため、
産業別商品投入係数表（B）を固定する考え方である。つまり、各商品の投入表（Aq）は、
商品別の産業産出額を示すＶ表（タテヨコの転置を行っていないＶ表）にＢ表を乗ずること
で、求めることが出来る。 

𝐴𝐴𝑞𝑞� = 𝐵𝐵𝐵𝐵 (𝑙𝑙) 
 この関係式を、q で除算し、 

𝐴𝐴 = 𝐵𝐵𝐵𝐵𝑞𝑞�−1 (𝑚𝑚) 
 (m)式の右辺に(f)式を代入することで、産業技術仮定に基づく、Ａ表を求める公式(n)式
が導出される。 

𝐴𝐴 = 𝐵𝐵𝐵𝐵 (𝑛𝑛) 
 
 こうして求められたそれぞれの A 表に商品別産出額（q）を乗ずることで、(o)式のとお
り、ＳＮＡ産業連関表の内生部門に当たる、商品別商品投入表（Xu）が計算できる。 

𝑋𝑋𝑢𝑢 = 𝐴𝐴𝑞𝑞� (𝑜𝑜) 

 
（２）外生部門（うち最終需要項目）の作成方法 

 続いて、ＳＮＡ産業連関表における外生部門（うち最終需要項目）の作成方法について述
べる。外生部門（うち最終需要項目）は、ＳＮＡ産業連関表の右上に位置し、ヨコ方向に各
商品の最終需要（消費）者別の販路を示している。具体的には、内生部門が、ある商品が中
間消費される（別な商品の原材料となる）額を示しているのに対して、外生部門（うち最終
需要項目）は、最終消費・資本形成といったエンドユーザーの消費（購入）額や純輸出など、
国民経済計算における支出側系列の国内総生産額を示している。 
 これらについては、ＪＳＮＡでコモ法等 41から作成される 2a 表に相当する部分であるが、

 
41 2a 表のうち、政府最終消費支出及び対家計民間非営利団体最終消費支出については、コモ法ではなく、
決算書等を用いた財政推計が適用されている。 
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内生部門と同様に、ＪＳＮＡでは購入者価格表示であることから、生産者価格表示を適用し
ているＳＮＡ産業連関表にそのまま用いることは出来ない。そこで、コモ法の推計過程で得
られた需要項目、即ち、中間需要・家計消費・在庫変動・総固定資本形成・輸出のそれぞれ
における卸売・小売・運賃マージン総額を卸売・小売・運輸業の行に加算することで生産者
価格表示への転換を行っている。 
 
（３）外生部門（うち付加価値項目）の作成方法 

 最後に、ＳＮＡ産業連関表における外生部門（うち付加価値項目）の作成方法について概
説する。外生部門（うち付加価値項目）は、ＳＮＡ産業連関表の左下に位置し、タテ方向に
各商品の生産によって得られた付加価値の配分先を示している。具体的には、内生部門では、
ある商品の生産に要する原材料となる商品の中間投入額を示しており、外生部門（うち付加
価値項目）では、それらを国内産出額から控除して求まる付加価値額の配分先を雇用者報
酬・営業余剰・生産に課される税などの生産側 GDP の項目別に表章している。 
 これら付加価値項目については、ＪＳＮＡで付加法から作成される 1a 表に相当する部分
であるが、そもそも 1a 表は産業別計数であるため利用できず、前節で作成した、外生部門
（うち最終需要項目）はコモ法をベースにした 2a 表の計数であるため、行部門と列部門に
はＪＳＮＡ由来の統計上の不突合が残存しており、合計も整合していない。そこで、（１）
で述べた方法により計算された内生部門及び外生部門（付加価値項目）42を初期値として、
列部門の合計を 2a 表の産出額、行部門の合計を 2a 表の中間需要額 43と 1a 表の付加価値項
目額になるよう、ＲＡＳ法により計数の整合性を図っている。その際、統計上の不突合によ
る行列の乖離分については、付加価値項目の営業余剰にて差分調整を行っている（図表 11）。 
 

図表 11 ＳＮＡ産業連関表における計数の整合調整図 

 
（備考）ＳＮＡ産業連関表「第１表 取引基本表（名目）」（内閣府）をもとに筆者作成。  

 
42 脚注 38 で述べたとおり、各年次の生産者価格Ｕ表（産業×商品）の作成時に 1a 表から得た付加価値項
目を追加しているため、その後に作成した商品別商品投入表 Xu 表にも、外生部門（付加価値項目）に相当
する計数が引き継がれている。 
43 コモ法による 2a 表は屑・副産物を含んでいるため、屑・副産物（コモ８桁品目）の産出額を０にしたう
えで元の産出額を中間需要額から控除することで、屑・副産物を含まない内生部門の行計を求めている。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 内 生 部 門 計 政 府 消 費 家 計 消 費
対家計民間
非営利団体
消 費

政 府 現 物
社 会 移 転

公 的 民 間 輸 出
輸 入
（ 控 除 ）

産 出 額

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

固 定 資 本 減 耗

生 産 に 課 さ れ る 税 営業余剰・混合所得 ＝ 1a表における営業余剰・混合所得 － （中間需要計 － 中間投入計）

補 助 金

雇 用 者 報 酬

営業余剰・混合所得

産 出 額

中
間
投
入

付
加
価
値
項
目

中間需要
最終需要（国内総生産）

最終消費

在 庫 変 動

総固定資本形成 純輸出

統計上の不突合

2a表（コモ法）

1a表
（付加法）

RAS対象範囲

2a表
（コモ法）

2a表（コモ法）

不突合
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４．ＳＮＡ産業連関表の分析 

 ＳＮＡ産業連関表は、ＪＳＮＡの年次推計と同様に、第一次年次推計から第三次年次推計
の３か年を対象として、内生 29 部門表と内生 94 部門表の２種類の統計表の作成・公表を
行っている。このうち、内生 94 部門表は、現行のＪＳＮＡにおける計数をもとに作成可能
な最も細かい分類粒度であり、ＪＳＮＡで公表しているいかなる統計表よりも細かい粒度
の情報を得ることが可能となっている。 
 また、統計表については、産業連関分析のベースとなる「第１表 取引額表」をはじめ、
「第２表 投入係数表」、「第３表 逆行列係数表」及び第４表～第 12 表の「生産・輸入・付
加価値の誘発係数表」から成る。ＳＮＡ産業連関表のコアユーザーはこれらの計数表をニー
ズに応じて使い分けが出来ようが、ここでは多くの方に今後利活用いただくために、分析事
例をわかりやすくお示ししたい。 

そこで、本章では、令和６年３月 29 日に公表された「2022 年（令和４年）ＳＮＡ産業連
関表」に基づいて、個別指標の動向やその含意について分析していきたい。なお、記載に際
しては図表などの煩雑化を避けるため、原則として内生 29 部門表に基づいて説明している。 
 
（１）2022 年（令和４年）ＳＮＡ産業連関表の全体像について 

 ＳＮＡ産業連関表では、基本表たる「第１表 取引額表」の総括表として、ＳＮＡ産業連
関表主要指標を公表している。これは、基本表を支出面及び生産面の項目に集計したもので、
我が国経済全体における商品のフローや費用構成を示している（図表 12）。 

 
図表 12 ＳＮＡ産業連関表主要指標 

 
（備考）「2022 年（令和４年）ＳＮＡ産業連関表 結果の概要」（内閣府）から引用。 
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 ＳＮＡ産業連関表は、図表４で確認したとおり、コモ法による支出面と付加法による生産
面の両者の特性を持ち合わせているため、ヨコに見た国内総生産（支出面）を４～12 の項
目で、タテに見た国内総生産（生産面）を 13～16 の項目で表章しており、それらの合計は
いずれも「3 国内総生産」に一致する。そこに、前節３．（３）で述べた調整を加えた「2 中
間投入」を加算した結果が、「1 産出額」と整合するようになっている。 
 他方で、繰り返しになるが、これらの計数はその作成過程でいくつか概念上の調整を経て
いるため、図表 13 のとおり、すべてがＪＳＮＡ上の計数とは整合していないことがわかる。 
 

図表 13 ＳＮＡ産業連関表主要指標とＪＳＮＡの公表値との関係性 

 
（備考）筆者作成。 

 
（２）投入係数について 

① 投入係数と推計結果について 

 「投入係数（input coefficients)」とは、各列部門において、１単位の生産を行う際に必要
とされる原材料等の単位を示したもの 44であり、ＳＮＡ産業連関表では「第２表 投入係数
表」を公表している。投入係数は、基本表の内生部門と外生部門（うち付加価値項目）の各
成分を、各列部門における産出額で除すことで得られる。 
 図表 14 は、結果の概要で公表している商品別中間投入比率 45の時系列表だが、2022 年の
内生部門計における中間投入比率は 50.1％と 2015 年基準で公表している 2011 年以降の計
数のうち、最も高い比率となっていることがわかる。商品別では、多くの商品で投入係数が
増加しており、中でも特に「07 石油・石炭製品」と「17 電気・ガス・水道・廃棄物処理業」
の投入比率が前年から大幅に増えていることがわかる。他方で、「21 宿泊・飲食サービス」
など投入係数が減少している商品部門の数は少ない。 

 
44 総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」110 頁参照。 
45 中間投入比率 ＝ 中間投入額 ÷ 産出額 

ＪＳＮＡの公表値との関係性
1 産出額 産出額（1a表）－屑・副産物
2 中間投入 中間消費（2a表）－屑・副産物
3 国内総生産＝付加価値 需要（2a表）－中間消費（2a表）
4 政府現実最終消費 政府現実最終娼婦（2a表）と一致
5 国内家計最終消費支出 国内家計最終消費支出（2a表と）一致
6 対家計民間非営利団体最終消費支出 対家計民間非営利団体最終消費支出（2a表）と一致
7 政府現物社会移転 政府現物社会移転（2a表）と一致
8 在庫変動 在庫変動（2a表）と一致
9 総固定資本形成・公的

10 総固定資本形成・民間
11 輸出 輸出（F.O.B価格）（2a表）と一致
12 輸入 輸入（2a表）と一致
13 固定資本減耗 固定資本減耗（1a表）と一致
14 生産に課される税(控除)補助金 清算・輸入品に課される税（控除）補助金（1a表）－輸入品に課される税・関税（1a表）
15 雇用者報酬 雇用者報酬（1a表）と一致
16 営業余剰・混合所得 営業余剰・混合所得（1a表）－（中間消費（2a表）－中間投入（1a表））

総固定資本形成（2a表）には公・民の区分なし
主１（１．国内総生産（支出側、名目））には公・民の区分があり一致

主要関連指標
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図表 14 中間投入比率の動向  

 
（備考）「2022 年（令和４年）SNA 産業連関表 結果の概要」（内閣府）を引用。 

 
 ＳＮＡ産業連関表は名目値であるため、実額の増減には数量と価格の両方が寄与してお
り、一概に論ずることは難しい。ここでは、前年から大きく変動のあった内生 29 部門の「07 
石油・石炭製品」と「17 電気・ガス・水道・廃棄物処理業」に焦点を当ててみたい。 
 それぞれの商品部門について、「第２表 投入係数表」の 2021 年から 2022 年の変化を見
たところ、いずれも行部門の「02 鉱業」が大きく寄与していることがわかる。これをより
細かい内生 94 部門表で見たところ、列部門「22 石油製品」、「23 石炭製品」、「48 電気」
及び「49 ガス・熱供給」と交差する行部門「07 石炭・原油・天然ガス」の係数が大幅に増
えていることがわかる（図表 15）。これは、2020 年末から徐々に伸び始めた原油価格が 2022
年 2 月 24 日のロシアによるウクライナ侵略により、一層高騰した影響であると考えられる。 
 また、「第２表 投入係数表」からは、この影響で列部門の付加価値項目における係数が下
方に圧迫され、低付加価値化している姿を見て取ることが出来る。 
 

図表 15 行部門「07 石炭・原油・天然ガス」の投入係数の動向  

 
（備考）2022 年（令和４年）SNA産業連関表「第２表 投入係数表」（内閣府）から筆者作成。 
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② 投入係数を用いた産業連関分析の課題 

 投入係数は、前述のとおり１単位の生産に必要な原材料等の単位数であるため、ある部門
に対する１単位の需要増加が、同部門の生産に必要な原材料等の新たな中間需要をどれほ
どの単位数発生させるかといった生産波及の計算に用いることが出来る（第１次生産波及）。
しかし実際には、新たに発生した原材料等の生産が更なる生産波及を発生させ（第２次生産
波及）、その後も第３次・第４次と波及効果が無限に続くこととなるため、それら一つ一つ
について、投入係数から計算することは実務上限りなく不可能に近い。そのため、産業連関
分析における生産波及の演算には、次節で詳述する逆行列係数を用いている。 
 
（３）逆行列係数について 

① 生産波及の測定 

 前節（２）②項で述べた投入係数を用いた生産波及の測定の課題については既にふれたと
おりであるため、早速、逆行列を用いた生産波及の測定方法を見ていく。繰り返しになるが、
生産波及は、「ある部門に１単位の最終需要が発生したら」を測定するものであるため、支
出面のアプローチである需要と供給のバランス式(a)から求めることが出来る。 

𝒒𝒒 = 𝐴𝐴𝒒𝒒 + 𝒇𝒇 (𝑎𝑎) 
A 商品別商品投入係数 

𝐴𝐴 = �
𝑎𝑎11 𝑎𝑎12
𝑎𝑎21 𝑎𝑎22�

(𝑋𝑋) 

q 商品別産出額（太字表記 q は列ベクトルを表す） 

𝒒𝒒 = �
𝑞𝑞1
𝑞𝑞2� 

f 商品別最終需要額（太字表記 f は列ベクトルを表す） 

𝒇𝒇 = �
𝑓𝑓1
𝑓𝑓2
� 

 ここで求めたいのは新たに生産する財の産出額であるため、(a)式を q について解くと、 
𝒒𝒒 − 𝐴𝐴𝒒𝒒 = 𝒇𝒇 (𝑏𝑏) 

(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴)𝒒𝒒 = 𝒇𝒇 (𝑐𝑐) 
𝒒𝒒 = (𝐼𝐼 − 𝐴𝐴)−1𝒇𝒇 (𝑑𝑑) 

 (d)式のとおり、商品別産出額を求める式が導出される（I は２次の単位行列）。 
このうち、最終需要 f の乗数である行列 

(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴)−1 = (�1 0
0 1�−�

𝑎𝑎11 𝑎𝑎12
𝑎𝑎21 𝑎𝑎22�)−1

      = �1 − 𝑎𝑎11 −𝑎𝑎12
−𝑎𝑎21 1 − 𝑎𝑎22

�
−1

(𝑒𝑒)
 

の各成分が「逆行列係数」であり、(d)式の f に、求めたい部門の最終需要額を代入するこ
とで、対応する部門の生産波及額を求めることが出来る。 
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② 輸入を考慮した逆行列係数の必要性 

 産業連関表を用いた生産波及の分析に逆行列係数を用いることは述べたとおりであるが、
前項①で求めた逆行列係数(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴)−1は、全ての商品が国内で製造されている単純なモデル
であり、海外取引を完全に度外視することになってしまっている。しかし、実体経済では、
投入係数で分析した石炭・原油・天然ガスのように、海外から輸入した商品を中間投入して
いるため、(d)式によるモデルに輸入分を組み込む必要がある。 
 図表 16 は、需要と供給のバランス式(a)式に輸入（-m）を追加した(f)式 46を、X 表のイ
メージに落としこんだものである。図表のうち、中間需要と最終需要を合算したものが需要
側の総計となり、産出額と輸入額を合算したものが供給側の総数として均衡している。即ち、
産出額に整合するには、需要側の総計から輸入を控除する必要があるため、ここでは輸入を
マイナスで表示している。 

𝑞𝑞 = 𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑓𝑓 −𝑚𝑚 (𝑓𝑓) 
 

図表 16 輸入を考慮した産業連関表の汎用例 

 
（備考）筆者作成。 

 
 次に、国内需要全体のうち、輸入による供給がどの程度占めるかを示す輸入係数 M につ
いて考える。図表 16 の最終需要 f には国外需要 e（輸出）分が含まれているため、これを
(g)式により控除して国内最終需要 y を求め、(i)式のとおり、中間需要 aq に加算すること
で国内総需要 d を求めることが出来る。 

𝑦𝑦 = 𝑓𝑓 − 𝑒𝑒 (𝑔𝑔) 
𝑑𝑑 = 𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑦𝑦 (ℎ) 

 
 

 
46 本来は行列による演算であるが、式の簡素化のため 1 次方程式化している。よって、行列の A 表では
なく、個別商品の投入係数 a を用いた供給需要バランス式で表示している。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ aq11 aq12 aq13 aq14 f1 -m1 q1

Ｂ aq21 aq22 aq23 aq24 f2 -m2 q2

Ｃ aq31 aq32 aq33 aq34 f3 -m3 q3

Ｄ aq41 aq42 aq43 aq44 f4 -m4 q4

v1 v2 v3 v4

q1 q2 q3 q4

付 加 価 値

産 出 額

最 終 需 要 輸 入 産 出 額
中 間 需 要 （ 内 生 部 門 ）

商
　
品
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こうして、輸入による商品の供給が国内総需要をどの程度満たしているかを示す輸入係数
M から、輸入 m を求める関係式(i)を導出できる 47。 

𝑀𝑀 =
𝑚𝑚

𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑦𝑦  

𝑚𝑚 = 𝑀𝑀(𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑦𝑦) (𝑖𝑖) 
同様に(f)式の最終需要 f を国内最終需要 y と輸出 e に分離した(j)式を求め、 

𝑞𝑞 = 𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑒𝑒 + 𝑦𝑦 −𝑚𝑚 (𝑗𝑗) 
(i)式を代入して整理することで (k)式のとおり整理が出来る。 

𝑞𝑞 = 𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑒𝑒 + 𝑦𝑦 −𝑀𝑀(𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑦𝑦)  
𝑞𝑞 − (1 −𝑀𝑀)𝑎𝑎𝑎𝑎 = 𝑒𝑒 + (1 −𝑀𝑀)𝑦𝑦  

[1 − (1−𝑀𝑀)𝑎𝑎]𝑞𝑞 = 𝑒𝑒 + (1−𝑀𝑀)𝑦𝑦 (𝑘𝑘) 
 (k)式について、q を求めるため左辺を除したいところではあるが、あくまで行列演算で
あるため、本来の行列式（太字は列ベクトル。以下同じ。）に置き換えて逆行列をとると、

�𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�𝒒𝒒 = 𝒆𝒆 + �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚  
𝒒𝒒 = �𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�−1�𝒆𝒆+ �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚� (𝑙𝑙)  

となり、輸入を考慮した逆行列係数の[𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 −𝑀𝑀��𝐴𝐴]−1が求められる。 
M は輸入商品が国内総需要をどれほど支えているかを示しており、�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��は国産商品の

比率、つまり商品自給率を示していることから、輸入を考慮していない①項の逆行列係数
(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴)−1の投入比率 A に商品自給率を乗じていると考えれば、イメージがしやすいのでは
なかろうか。 
 
③ 逆行列係数表の読み方 

 次に、逆行列係数表の読み方について確認する。逆行列係数は、ある部門の最終需要を起
点として、関連する部門の生産波及の影響を測定する係数であることは繰り返し述べてき
たとおりである。そうした場合、逆行列係数表におけるある列部門の合計（列和）は、当該
列部門が中間投入する行部門すべての生産を誘発し、結果的に一国全体に対して与える生
産波及効果が究極的にどのくらいであるのかを示している。一方で、ある行部門の合計（行
和）は、交差するすべての列部門の最終需要が発生した時に、当該行部門に対して与える生
産波及効果が最終的にどのくらいであるのかを示している。この特性を活かして、産業連関
分析では、影響力係数と感応度係数を作成しており、ＳＮＡ産業連関表では、こうして求め
られた各部門の各種係数を「第３表 逆行列係数表」として公表している（図表 17）。 

 
 

 
47 ＳＮＡ産業連関表は共同産業連関表と同様に、輸出に通過取引（輸入した商品を国内で加工せずそのま
ま輸出すること）を計上しないものとしているため、輸入によって国内に供給された商品は必ず国内需要
（中間需要か国内最終需要）に配分されることから、輸入係数 M についての(i)式が成り立つ。 
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図表 17 逆行列係数表のイメージ図 

 
（備考）総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」をもとに筆者作成。 

 
 影響力係数 
 影響力係数は、各列部門の逆行列係数の列和を同係数の列和全体の平均で除したもので
ある。列和全体の平均で除しているため、ある部門の１単位の生産（需要）の発生が、一国
全体に与える影響力の大きさを相対的に示している。 

例えば、自動車の需要が１台発生した時、自動車の製造に必要なエンジンやタイヤ、それ
らの原材料となっている鉄鋼やゴムなど波及効果が直接的・間接的に拡散していき、その結
果、全体でどれくらいの生産を生み出しているのかが自動車部門の列和から求められる。そ
の列和をすべての列和の平均で除すことで相対化することで、自動車の持つ一国全体への
影響力は石油製品のそれに比べて大きい、といった分析が可能となる。 

影響力係数 =
逆行列係数の列和

逆行列係数の列和全体の平均値
 

 
 感応度係数 

一方で、感応度係数は、各行部門の逆行列係数の行和を同係数の行和全体の平均で除した
ものである。行和全体の平均で除しているため、全部門の１単位ずつの生産（需要）の発生
が、ある部門に与える影響力の大きさを相対的に示している。 

例えば、すべての商品が一斉に１単位製造した場合、自動車や電気機械など一つ一つの商
品の製造に呼応して投入される原材料商品が多く発生し、その結果、直接的・間接的に一次
金属がどれくらい投入されているかが行和から求められる。その行和をすべての行和の平
均で除すことで相対化することで、一次金属の持つ一国全体から受ける影響力は、幅広い商
品の原材料になりにくい米麦のそれに比べて大きい、といった分析が可能となる。 

感応度係数 =
逆行列係数の行和

逆行列係数の行和全体の平均値
 

 

1 2 3 … n 行　和 感応度係数

1 b 11 b 12 b 13 … b 1n b 1*

2 b 21 b 22 b 23 … b 2n b 2*

3 b 31 b 32 b 33 … b 3n b 3*

… … … … … b …n b …*

n b n1 b n2 b n3 b n… b nn b n*

列　和 b *1 b *2 b *3 b *… b *n

影響力係数 𝑏𝑏∗2
𝑏𝑏∗𝑎𝑣𝑒𝑒

𝑏𝑏∗3
𝑏𝑏∗𝑎𝑣𝑒𝑒

𝑏𝑏∗4
𝑏𝑏∗𝑎𝑣𝑒𝑒

𝑏𝑏∗𝑛𝑛
𝑏𝑏∗𝑎𝑣𝑒𝑒

𝑏𝑏1∗
𝑏𝑏𝑎𝑣𝑒𝑒∗
𝑏𝑏2∗
𝑏𝑏𝑎𝑣𝑒𝑒∗
𝑏𝑏3∗
𝑏𝑏𝑎𝑣𝑒𝑒∗
𝑏𝑏…∗
𝑏𝑏𝑎𝑣𝑒𝑒∗
𝑏𝑏𝑛𝑛∗
𝑏𝑏𝑎𝑣𝑒𝑒∗

𝑏𝑏∗1
𝑏𝑏∗𝑎𝑣𝑒𝑒

＝一国全体の最終需要が
ある行部門に与える影響

＝ある列部門の最終需要が
一国全体に与える影響
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 ＳＮＡ産業連関表では、結果の概要の表４で内生 29 部門別の影響力係数及び感応度係数
を公表している（図表 18）。両係数ともに商品別商品投入係数表（Ａ表）に大きく依存して
いるため、劇的な技術革新による投入構造の変化が起きない限り、各年で商品のランキング
が変動することは珍しい。以下では、2022 年推計結果をもとに、商品別各種係数の高低に
ついて、要因の分析を行いたい。 

 

図表 18 2022年ＳＮＡ産業連関表の影響力係数及び感応度指数 

 
（備考）「2022 年（令和４年）SNA 産業連関表 結果の概要」（内閣府）を引用。 

 

まず、影響力係数については、内生 29 部門の「15 輸送用機械」、「05 パルプ・紙・紙加
工品」及び「09 一次金属」の３商品が常に上位３位にランクインしているが、いずれも自
己部門（交差する行部門）への生産波及効果が大きいことが特徴にある。自動車の製造に必
要なエンジンや自動車部品、段ボールのような紙加工品に必要な木材パルプや古紙、金属チ
ューブなどの一次金属に必要な粗鋼や金属くず、これらはすべて自己部門であり、最終財の
生産が更なる自己部門の生産に大きく波及しやすい部門であることがわかる。他方で、内生

表４ 影響力係数、感応度係数（2022年（令和4年））

影響力係数 感応度係数

０１ 農 林 水 産 業 1.044 0.878

０２ 鉱 業 0.965 0.610

０３ 食 料 品 1.146 1.041

０４ 繊 維 製 品 0.990 0.655

０５ パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 1.248 1.014

０６ 化 学 1.084 1.258

０７ 石 油 ・ 石 炭 製 品 0.681 1.049

０８ 窯 業 ・ 土 石 製 品 0.978 0.721

０９ 一 次 金 属 1.230 2.122

１０ 金 属 製 品 1.169 0.843

１１ は ん 用 ・ 生 産 用 ・ 業 務 用 機 械 1.118 0.753

１２ 電 子 部 品 ・ デ バ イ ス 1.008 0.881

１３ 電 気 機 械 1.121 0.710

１４ 情 報 ・ 通 信 機 器 1.021 0.580

１５ 輸 送 用 機 械 1.375 1.059

１６ そ の 他 の 製 造 品 1.083 1.167

１７ 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道・ 廃棄 物処 理業 0.894 1.515

１８ 建 設 業 1.061 0.684

１９ 卸 売 ・ 小 売 業 0.879 1.728

２０ 運 輸 ・ 郵 便 業 0.884 1.315

２１ 宿 泊 ・ 飲 食 サ ー ビ ス 業 1.139 0.786

２２ 情 報 通 信 業 1.022 1.222

２３ 金 融 ・ 保 険 業 0.873 0.927

２４ 不 動 産 業 0.731 0.819

２５ 専門・科学技術、業務支援サービス業 0.845 1.932

２６ 公 務 0.870 0.597

２７ 教 育 0.719 0.583

２８ 保 健 衛 生 ・ 社 会 事 業 0.869 0.607

２９ そ の 他 の サ ー ビ ス 0.954 0.944
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29 部門の「27 教育」、「24 不動産業」といったサービス部門は、生産に必要な投入商品自
体が少なく、他商品の生産を誘発しにくい傾向にある。また、「07 石油・石炭製品」のよう
に、生産に必要な投入商品が原油・天然ガスなど国内自給率の低い商品である場合は、更な
る国内生産を誘発せず、影響力係数は低くなる傾向にある。 

感応度係数については、内生 29 部門の「09 一次金属」は幅広い製造業列部門が、「25 専
門・科学技術、業務支援サービス業」及び「19 卸売・小売業」はほぼすべての列部門が、
その生産に多く投入する商品であることから、一国全体の動向に大きく影響を受けている
ことがわかる。他方で、内生 29 部門の「27 教育」、「26 公務」といった公的サービス部門
は、性質上、別の商品の生産に要する商品とはなりにくい。また、携帯電話や無線応用装置
などを含む「14 情報・通信機器」は、その部門内に原材料となる部品を多く持っておらず、
大半が最終消費財であることから、他商品の動向による影響を受けにくい傾向がある。 
 

――――［コラム３］影響力係数と感応度係数 ―――― 

 

 影響力係数を横軸に、感応度係数を縦軸にとると、Ⅰ～Ⅳの４部門に大別できる。 

 
 それぞれの部門における特徴としては、下記の傾向が見られる。 
Ⅰ…原材料製造部門。一国全体に対する影響が大きく、他部門からも大きく影響を受ける。 
Ⅱ…サービス部門。一国全体に対する影響が小さいが、他部門からは大きく影響を受ける。 
Ⅲ…公共サービス部門。一国全体に対する影響も、他部門からの影響も小さい。 
Ⅳ…最終財製造部門。一国全体に対する影響は大きいが、他部門からの影響は小さい。  

農林水産業

鉱業

食料品

繊維製品

パルプ・紙・紙加工品

化学

石油・石炭製品

窯業・土石製品

一次金属

金属製品

はん用・生産用・業務用機械

電子部品・デバイス

電気機械

情報・通信機器

輸送用機械
その他の製造品

電気・ガス・水道・廃棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務支援サービス業

公務教育
保健衛生・社会事業

その他のサービス

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8
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2.2
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Ⅰ
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（４）誘発係数について 

前節（３）では、逆行列係数を用いて、最終需要の増減による内生部門への影響を測定す
る方法について確認を行ってきたが、内生部門の生産活動は、究極的には最終需要の充足を
実現する目的で行われているものであるため、各行部門の産出額は最終需要によって誘発
されたものと考えることが出来る。これは、産出額に限らず、生産に要する輸入品や最終的
な利益となる付加価値についても同様のことがいえる。そこで、本節では、各最終需要項目
の発生が、内生部門を通じて生産、輸入及び付加価値の発生をどの程度誘発しているのかに
ついて分析する「誘発係数」のうち、「生産誘発係数」を例 48に紹介したい。 
 
① 最終需要項目別生産誘発係数 

 最終需要項目別生産誘発係数（以下、単に「生産誘発係数」という。）は、各部門の生産
額がどの最終需要項目によってどれだけ誘発されているかを示している。具体的には、最終
需要（うち国内最終需要）の内数である、政府現実最終消費、国内家計最終消費、対家計民
間非営利団体最終消費、政府現物社会移転、在庫変動、総固定資本形成（公的）、総固定資
本形成（民間）、及び輸出（国外最終需要）の計８項目別の生産誘発額をそれぞれ対応する
最終需要項目の合計額で除すことで得られる。 

生産誘発係数 =
最終項目別の生産誘発額

取引額表における最終需要項目の合計額
 

 
 生産誘発額の計算には逆行列係数で述べた、生産波及を測定する(l)式から求められる。 

𝒒𝒒 = �𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�−1�(𝒆𝒆+ �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚)� (𝑙𝑙) 
 
 
 (l)式では、右辺に国内最終需要（y）と輸出（e）を代入することで、生産波及効果を測定
していたが、項目別最終需要額を国内最終需要（y）に、輸出額を輸出（e）にそれぞれ代入
することで、商品の産出額（q）を需要項目別に求めることが出来る。 

例えば、国内家計最終消費（y）の生産誘発額（qn）は(m)式、輸出（e）の生産誘発額（qe）
は(n)式のとおり求められる。 

𝒒𝒒𝑛𝑛 = �𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�−1��𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚� (𝑚𝑚) 
𝒒𝒒𝑒𝑒 = �𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�−1[𝒆𝒆] (𝑛𝑛) 

 
 こうして求められた生産誘発係数をＳＮＡ産業連関表では、「第５表 生産誘発係数」とし
て公表している（図表 19）。 
 

 
48 その他各種誘発係数は、総務省（2020）「平成 27 年(2015 年)産業連関表－総合解説編－」に詳しい。 

逆行列係数 最終需要額 
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図表 19 2022年ＳＮＡ産業連関表の生産誘発係数 

 
（備考）「2022 年（令和４年）SNA 産業連関表 結果の概要」（内閣府）を引用。 

 
 生産誘発係数を縦に合算した列和は、各最終需要項目の１単位の発生が一国全体の産出
額にどれほど影響を与えるのかを示している。 

2022 年のＳＮＡ産業連関表（図表 19）では、需要項目別にみると「輸出」が 1.870 と最
も高いことから、2022 年の我が国経済は生産波及の外需依存度が比較的高かったと言える。
また、商品別では輸出部門の「15 輸送用機械」が 0.274 と最も内訳が大きいため、海外に
おける日本車の需要動向が日本経済全体を大きく牽引している姿を物語っている。 

一方で、在庫変動については列和が 1.189 と最も小さい。そもそも、在庫変動は企業・事
業所が抱える在庫の増減であるため、販売が進んだ結果在庫を大きく切り崩す場合や、将来
の需要を見据えて大きく積み増す場合があるため、最終需要項目の中でも係数が流動的で
ある傾向がある。例えば、例年の生産誘発係数では「09 一次金属」が大きいウェイトを占
めているが、2022 年ではほとんど生産を誘発していないことがわかる（図表 20）。生産誘
発係数の分子である生産誘発額については、(l)式で述べたとおり、項目別最終需要額を逆
行列係数に乗じて求めるため、ある商品（k）における在庫変動の生産誘発係数を求めたい
場合、次式のとおり最終需要項目別の商品（k）が占めるウェイトが影響することがわかる。 

生産誘発係数
𝑘𝑘

=
逆行列係数 × 在庫変動

𝑘𝑘

在庫変動の合計額
= 逆行列係数 × 在庫変動ウェイト

𝑘𝑘
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実際、取引額表を見ると、2022 年には一国全体の在庫変動は 3.8 兆円程度あり、例年に
比べて大きい（例えば、2021 年は 1.6 兆円程度）にも関わらず、「09 一次金属」の在庫変
動は▲0.2 兆円と小さく（2021 年は 0.6 兆円程度）、一国全体の伸びとパラレルな動きを示
していない。背景には、ロシアによるウクライナ侵攻を契機とした鉱物資源の供給懸念によ
る価格高騰の影響で市場取引量が減少した結果、在庫を切り崩したものと考えられるが、こ
の影響により、在庫変動全体に占める「09 一次金属」のプレゼンスが大幅に低下し、生産
誘発係数を押し下げていると考えられる。 

 
図表 20 在庫変動の生産誘発係数の時系列比較 

 
（備考）2022 年（令和４年）SNA産業連関表「第５表 生産誘発係数表」（内閣府）から筆者作成。 

 

② 生産誘発依存度 

 最終需要項目別の生産誘発額を行部門における生産誘発額の合計（行計）で除すことで
生産誘発依存度を求めることが出来る。生産誘発依存度は、各行部門の生産がどの最終需
要項目に依存しているかの内訳を示している。 

生産誘発依存度 =
最終需要項目別の各行部門における生産誘発額

各行部門における生産誘発額の合計（行計）
 

 
 ＳＮＡ産業連関表では、生産誘発依存度を「第６表 生産誘発依存度」として公表してい
る（図表 21）。これを見ると、一国全体として、国内家計最終消費支出への依存度が 0.398
と４割近くを占めており、次いで、輸出の 0.205、総固定資本形成（民間）の 0.174 と依存
度が大きい。2015 年以降の推移を見ると 2020 年を契機に国内家計最終消費支出の比率が
低下する一方で、輸出の比率が増加している（図表 22）。 
 次に、図表 21 を行部門別で見てみたい。例えば、「24 不動産業」や「03 食料品」、「01

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

その他の商品（特出品目以外の合計）

卸売・小売業

その他の製造品

輸送用機械

電子部品・デバイス

はん用・生産用・業務用機械

一次金属

化学

列計
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農林水産業」など、国内消費が主な商品については、国内家計最終消費支出への依存度が
高く、「12 電子部品・デバイス」や「15 輸送用機械」のような比較的日本製が強いと考え
られる部門については、輸出への依存度が高い。また、「18 建設業」における総固定資本
形成（公的・民間）や、「26 公務」における政府現実最終消費のように、需要先が性質上
限られている部門は、特定の最終需要項目への依存度が極めて高くなっている。 

 
図表 21 2022年ＳＮＡ産業連関表の生産誘発依存度 

 

 

図表 25 生産誘発依存度の時系列比較 

 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

政府現実最終消費（集合消費支出）

国内家計最終消費支出

対家計民間非営利団体最終消費支出

政府現物社会移転（個別消費支出）

在庫変動

総固定資本形成（公的）

総固定資本形成（民間）

輸出
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５．おわりに 

ここまでＳＮＡ産業連関表の特性や作り方、分析手法について述べてきた。ＳＮＡ産業連
関表は、毎年のＪＳＮＡの計数をベースにした産業連関表であるため、府省共同作成の産業
連関表が５年に一度の作成であることに比べて時系列分析に強みを持っている。また、ＪＳ
ＮＡよりも細かい内生 94 部門別の計数表であるため、ＪＳＮＡユーザーにとっても、ＳＮ
Ａ産業連関表は分析の幅を広げる貴重な情報源になると考えている。是非、本稿を通じて、
ＳＮＡ産業連関表の意義について再認識いただければ有難い限りである。また、先を見据え
ると、我が国産業連関表及び国民経済計算には、供給・使用表（ＳＵＴ）体系への移行とい
った壮大な検討課題が残されている。共同産業連関表とＪＳＮＡの橋渡し役であるＳＮＡ
産業連関表はこの先駆けであると筆者は考えている。本稿で記載したＳＮＡ産業連関表の
作成方法や哲学が、これらの課題に関する研究に資することを期待したい。 

また、筆者は 2023 年に経済社会総合研究所国民経済計算部国民生産課に着任し、2024 年
３月に公表した「2022 年（令和４年）ＳＮＡ産業連関表」の作成を担当したが、正直なと
ころ、これまで統計に携わった経験のなかった筆者にとって、“サンギョウレンカンヒョウ”
の会得にはあまりにも時間が足りず、上司や同僚に大いに助けてもらったことを覚えてい
る。筆者の所属組織内においても、ＳＮＡ産業連関表は、「ＪＳＮＡと何が違っているのか」
「どういう使い方が出来るのか」「何に強みがあるのか」「ＰＲが足りないのではないか」が
議論され、ＳＮＡ産業連関表をテーマにしたペーパーの執筆構想が持ち上がった。そこで、
当時理解に苦しんだ筆者だからこそ、初学者にも優しい解説書を執筆出来るのではないか
と考え、本稿の執筆に至っている。また、本稿では、作成方法を中心に計算式のみではなく、
図表をベースとした説明に努めた。これも、数式のイメージを持ちにくい筆者のような読み
手（決して多くないと思うが）を意識した結果である。中級～上級の読者の皆様にとっては、
かえって理解の妨げになったとのご批判をいただくかもしれないが、本稿の趣旨と筆者の
思いを是非ご理解いただきたい。 

最後に、ＪＳＮＡの 2020 年基準改定作業でご多用の真っ只中にも関わらず、拙稿に大所
高所からのご意見をいただいた国民経済計算部の皆様をはじめ、公表までお力添えをいた
だいたすべての経済社会総合研究所職員には心から御礼を申し上げたい。本稿がＳＮＡ産
業連関表に携わる皆様にとっての一助となると同時に、本稿を起点として、多くの皆様にＳ
ＮＡ産業連関表を用いた分析や研究活動が波及するよう切に願って已まない。 
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（参考表）簡単な数値例による各種計算式の再現 

 

①共同産業連関表ベースＵ表の作成 

ⅰ．Ａ表の作成 

 各交点を列計の産出額で除して、Ａ表を作成する。 

 

 

ⅱ-1．Ｃ表の作成 

 行列を転置したＶ表から各交点を列計の産出額で除して、Ｃ表を作成する。 

 

 

ⅱ-2．Ｄ表の作成 

 行列を転置しないＶ表から各交点を列計の産出額で除して、Ｄ表を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

商 品 Ａ 商 品 Ｂ 商 品 Ｃ 商 品 Ｄ

商 品 Ａ 3 2 0 0 5 10 0.30 0.10 0.00 0.00

商 品 Ｂ 2 7 2 2 7 20 0.20 0.35 0.07 0.05

商 品 Ｃ 0 3 15 0 12 30 0.00 0.15 0.50 0.00

商 品 Ｄ 0 1 1 18 20 40 0.00 0.05 0.03 0.45

5 7 12 20 0.50 0.35 0.40 0.50

10 20 30 40 1.00 1.00 1.00 1.00

商 品 Ｃ 商 品 Ｄ

中
間
投
入

商 品 Ａ

商 品 Ｂ

商 品 Ｃ

商 品 Ｄ

取引基本表
（Ｘ表）

中間需要

最 終 需 要 産 出 額
商品別投入係数表

（Ａ表）
商 品 Ａ

付 加 価 値 付 加 価 値

産 出 額 産 出 額

商 品 Ｂ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 16 4 0 0 20 Ａ 1.00 0.12 0.00 0.00

Ｂ 0 30 10 0 40 Ｂ 0.00 0.88 0.20 0.00

Ｃ 0 0 34 26 60 Ｃ 0.00 0.00 0.69 0.26

Ｄ 0 0 5 75 80 Ｄ 0.00 0.00 0.10 0.74

16 34 49 101 1.00 1.00 1.00 1.00

商 品 別
産 出 額

産業別商品
産出構成比
（Ｃ表）

産　業

商
　
品

商
　
品

IOベースＶ表

産　業

産 業 別 産 出 額 産 業 別 産 出 額

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 16 4 0 0 20 Ａ 0.80 0.20 0.00 0.00

Ｂ 0 30 10 0 40 Ｂ 0.00 0.75 0.25 0.00

Ｃ 0 0 34 26 60 Ｃ 0.00 0.00 0.57 0.43

Ｄ 0 0 5 75 80 Ｄ 0.00 0.00 0.06 0.94

16 34 49 101 1.00 1.00 1.00 1.00商 品 別 産 出 額

IOベースＶ表

産　業
商 品 別
産 出 額

産 業 別 産 出 額

商品別産業
産出構成比
（Ｄ表）

商　品

商
　
品

産
　
業
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ⅲ．Ｂ表の作成 

 Ａ表とＣ表の行列の積により、Ｂ表を作成する。 

 

 

ⅳ．産業連関表ベースＵ表の作成 

 Ｂ表の各交点に産業別産出額を乗じることで産業連関表ベースＵ表を作成する。 

 

 

②Ｘu表の作成 

ⅰ．商品技術仮定 

 Ｂ表にＣ表の逆行列を乗じて、Ａ表を作成する。 
𝐴𝐴 = 𝐵𝐵𝐶𝐶−1 

 

 

ⅱ．産業技術仮定 

 Ｂ表とＤ表の行列の積により、Ａ表を作成する。 
𝐴𝐴 = 𝐵𝐵𝐵𝐵 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.10 0.00 0.00 Ａ 1.00 0.14 0.00 0.00 Ａ 0.30 0.13 0.02 0.00

Ｂ 0.20 0.35 0.07 0.05 Ｂ 0.00 0.86 0.20 0.00 Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05

Ｃ 0.00 0.15 0.50 0.00 Ｃ 0.00 0.00 0.70 0.25 Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13

Ｄ 0.00 0.05 0.03 0.45 Ｄ 0.00 0.00 0.10 0.75 Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.35

0.50 0.35 0.40 0.50 1.00 1.00 1.00 1.00 0.50 0.37 0.40 0.48

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

商品別投入係数表
（Ａ表）

商　品 産業別商品
産出構成比
（Ｃ表）

産　業
産業別投入係数表

（Ｂ表）

産　業

商
　
品

商
　
品

商
　
品

付 加 価 値 産 業 別 産 出 額 付 加 価 値

産 出 額 産 出 額

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.13 0.02 0.00 Ａ 4.50 4.50 1.00 0.00

Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05 Ｂ 3.00 11.50 6.08 5.42

Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13 Ｃ 0.00 4.50 19.00 12.50

Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.35 Ｄ 0.00 1.50 3.92 34.58

0.50 0.37 0.40 0.48 7.50 13.00 20.00 47.50

1.00 1.00 1.00 1.00 15.00 35.00 50.00 100.00

15.00 35.00 50.00 100.00

産業別投入係数表
（Ｂ表）

産　業
ＩＯベースＵ表

産　業

Ｉ Ｏ ベ ー ス Ｖ 表
産 出 額

商
　
品

商
　
品

付 加 価 値 付 加 価 値

産 出 額 産 出 額

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.13 0.02 0.00 Ａ 1.00 0.12 0.00 0.00 Ａ 0.30 0.11 ▲ 0.00 0.00

Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05 Ｂ 0.00 0.88 0.20 0.00 Ｂ 0.20 0.35 0.07 0.05

Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13 Ｃ 0.00 0.00 0.69 0.26 Ｃ 0.00 0.15 0.51 ▲ 0.01

Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.35 Ｄ 0.00 0.00 0.10 0.74 Ｄ 0.00 0.05 0.03 0.45

0.50 0.37 0.40 0.48 1.00 1.00 1.00 1.00 0.50 0.35 0.40 0.50

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

産業別投入係数表
（Ｂ表）

産　業 産業別商品
産出構成比
（Ｃ表）

産　業

商
　
品

産 業 別 産 出 額 付 加 価 値付 加 価 値

商
　
品

商
　
品

産 出 額 産 出 額

商品技術仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x1
表）

商　品

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.13 0.02 0.00 Ａ 0.80 0.20 0.00 0.00 Ａ 0.24 0.16 0.04 0.01

Ｂ 0.20 0.33 0.12 0.05 Ｂ 0.00 0.75 0.25 0.00 Ｂ 0.16 0.29 0.15 0.10

Ｃ 0.00 0.13 0.38 0.13 Ｃ 0.00 0.00 0.57 0.43 Ｃ 0.00 0.10 0.26 0.28

Ｄ 0.00 0.04 0.08 0.35 Ｄ 0.00 0.00 0.06 0.94 Ｄ 0.00 0.03 0.08 0.36

0.50 0.37 0.40 0.48 1.00 1.00 1.00 1.00 0.60 0.43 0.47 0.25

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

産業別投入係数表
（Ｂ表）

産　業 商品別産業
産出構成比
（Ｄ表）

商　品 産業技術仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x2
表）

産 出 額 産 出 額

商　品

商
　
品

産
　
業

商
　
品

付 加 価 値 産 業 別 産 出 額 付 加 価 値
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ⅲ．ＪＳＮＡ独自技術仮定 

商品技術仮定に負値が生じた場合は、列ごと産業技術仮定に入れ替える。 

 

 

ⅳ．Ｘu表の作成 

 Ａ表に商品別産出額の対角行列を乗じて、Ｘu 表を作成する。 
𝑋𝑋𝑢𝑢 = 𝐴𝐴𝑞𝑞� 

 

 

③輸入を考慮した逆行列係数[𝐼𝐼 − 𝐴𝐴�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��]−1の計算 

ⅰ．輸入係数Ｍの作成 

 行部門別に内生部門計と国内最終需要の和で輸入額（絶対値）を除して、Ｍを求める。 

𝑀𝑀 =
𝑚𝑚

𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑦𝑦
 

 

 

ⅱ．原材料商品の国内需要に対する自給係数�𝐼𝐼 −𝑀𝑀��の作成 

 [𝐼𝐼 − 𝐴𝐴�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��]−1のうち、単位行列 I から輸入係数𝑀𝑀�を控除して、�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��を求める。 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.11 ▲ 0.00 0.00 Ａ 0.24 0.16 0.04 0.01 Ａ 0.30 0.11 0.04 0.01

Ｂ 0.20 0.35 0.07 0.05 Ｂ 0.16 0.29 0.15 0.10 Ｂ 0.20 0.35 0.15 0.10

Ｃ 0.00 0.15 0.51 ▲ 0.01 Ｃ 0.00 0.10 0.26 0.28 Ｃ 0.00 0.15 0.26 0.28

Ｄ 0.00 0.05 0.03 0.45 Ｄ 0.00 0.03 0.08 0.36 Ｄ 0.00 0.05 0.08 0.36

0.50 0.35 0.40 0.50 0.60 0.43 0.47 0.25 0.50 0.35 0.47 0.25

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

付 加 価 値 付 加 価 値

産 出 額 産 出 額産 出 額

商　品

商
　
品

商
　
品

商
　
品

産業技術仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x2
表）

商　品 混合技術仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x
表）

商品技術仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x1
表）

商　品

付 加 価 値

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.30 0.11 0.04 0.01 Ａ 10.00 0.00 0.00 0.00 Ａ 3.00 2.11 1.30 0.35

Ｂ 0.20 0.35 0.15 0.10 Ｂ 0.00 20.00 0.00 0.00 Ｂ 2.00 6.91 4.63 4.14

Ｃ 0.00 0.15 0.26 0.28 Ｃ 0.00 0.00 30.00 0.00 Ｃ 0.00 2.91 7.66 11.27

Ｄ 0.00 0.05 0.08 0.36 Ｄ 0.00 0.00 0.00 40.00 Ｄ 0.00 0.97 2.30 14.33

0.50 0.35 0.47 0.25 10.00 20.00 30.00 40.00 5.00 7.09 14.10 9.91

1.00 1.00 1.00 1.00 10.00 20.00 30.00 40.00

商　品

商
　
品

付 加 価 値

産 出 額

商品別産出額の
対角行列
（q^）

商　品

商
　
品

産 業 別 産 出 額

商品別商品投入表

（Ｘ
u
表）

ＪＳＮＡ独自仮定に基づく
商品別商品投入係数表

（Ａ
x
表）

商　品

商
　
品

付 加 価 値

産 出 額

商 品 Ａ 商 品 Ｂ 商 品 Ｃ 商 品 Ｄ

商 品 Ａ 3 2 0 0 4 3 ▲ 2 10 0.22

商 品 Ｂ 2 7 2 2 6 6 ▲ 5 20 0.26

商 品 Ｃ 0 3 15 0 15 9 ▲ 12 30 0.36

商 品 Ｄ 0 1 1 18 19 12 ▲ 11 40 0.28

5 7 12 20

10 20 30 40

商 品 Ｄ

商 品 Ｃ

付 加 価 値

産 出 額

輸 入 産 出 額 Ｍ

中
間
投
入

輸入係数

商 品 Ｂ

商 品 Ａ

ＳＮＡ産業連関表

中間需要

国 内 需 要 輸 出

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 1.00 0.00 0.00 0.00 Ａ 0.22 0.00 0.00 0.00 Ａ 0.78 0.00 0.00 0.00

Ｂ 0.00 1.00 0.00 0.00 Ｂ 0.00 0.26 0.00 0.00 Ｂ 0.00 0.74 0.00 0.00

Ｃ 0.00 0.00 1.00 0.00 Ｃ 0.00 0.00 0.36 0.00 Ｃ 0.00 0.00 0.64 0.00

Ｄ 0.00 0.00 0.00 1.00 Ｄ 0.00 0.00 0.00 0.28 Ｄ 0.00 0.00 0.00 0.72

商　品

商
　
品

単位行列
（I）

商　品

商
　
品

輸入係数の対角行列
（Ｍ^）

商　品

商
　
品

原材料商品の国内需要に
対する自給係数

（I-Ｍ^）
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ⅲ．自給商品別商品投入係数�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴の作成 

 Ａ表と原材料商品自給係数�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��の行列の積により、�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴を求める。 

 

 

ⅳ．𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴の作成 

 単位行列 I から自給商品別商品投入係数�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴を控除して、𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 −𝑀𝑀��𝐴𝐴を求める。 

 

 

ⅴ．輸入を考慮した逆行列係数[𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 −𝑀𝑀��𝐴𝐴]−1の作成 

 𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴を逆行列化し、輸入を考慮した逆行列係数[𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴]−1を求める。 

 

 

④逆行列係数�𝐼𝐼 − �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝐴𝐴�−1を用いた生産波及の測定 

ⅰ．逆行列係数への乗数�𝒆𝒆 + �𝐼𝐼 −𝑀𝑀��𝒚𝒚�の計算 

 ③ⅰ．で示した国内需要（y）を�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��に乗じて、�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚を求める。 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.78 0.00 0.00 0.00 Ａ 0.30 0.10 0.00 0.00 Ａ 0.23 0.08 0.00 0.00

Ｂ 0.00 0.74 0.00 0.00 Ｂ 0.20 0.35 0.07 0.05 Ｂ 0.15 0.26 0.05 0.04

Ｃ 0.00 0.00 0.64 0.00 Ｃ 0.00 0.15 0.50 0.00 Ｃ 0.00 0.10 0.32 0.00

Ｄ 0.00 0.00 0.00 0.72 Ｄ 0.00 0.05 0.03 0.45 Ｄ 0.00 0.04 0.02 0.32

本事例における
商品別商品投入係数表

（Ａ表）

商　品原材料商品の国内需要に
対する自給係数

（I-Ｍ^）

商　品 自給商品別
商品投入係数表
（(I-Ｍ^)Ａ）

商　品

商
　
品

商
　
品

商
　
品

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 1.00 0.00 0.00 0.00 Ａ 0.23 0.08 0.00 0.00 Ａ 0.77 ▲ 0.08 0.00 0.00

Ｂ 0.00 1.00 0.00 0.00 Ｂ 0.15 0.26 0.05 0.04 Ｂ ▲ 0.15 0.74 ▲ 0.05 ▲ 0.04

Ｃ 0.00 0.00 1.00 0.00 Ｃ 0.00 0.10 0.32 0.00 Ｃ 0.00 ▲ 0.10 0.68 0.00

Ｄ 0.00 0.00 0.00 1.00 Ｄ 0.00 0.04 0.02 0.32 Ｄ 0.00 ▲ 0.04 ▲ 0.02 0.68

（I-(I-Ｍ^)Ａ）

商　品

商
　
品

単位行列
（I）

商　品

商
　
品

自給商品別
商品投入係数表
（(I-Ｍ^)Ａ）

商　品

商
　
品

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.77 ▲ 0.08 0.00 0.00 Ａ 1.33 0.14 0.01 0.01

Ｂ ▲ 0.15 0.74 ▲ 0.05 ▲ 0.04 Ｂ 0.27 1.39 0.10 0.08

Ｃ 0.00 ▲ 0.10 0.68 0.00 Ｃ 0.04 0.19 1.48 0.01

Ｄ 0.00 ▲ 0.04 ▲ 0.02 0.68 Ｄ 0.02 0.08 0.06 1.48

商
　
品

（I-(I-Ｍ^)Ａ）

商　品
逆行列係数

（(I-(I-Ｍ^)Ａ)
-1
）

商　品

商
　
品

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 0.78 0.00 0.00 0.00 Ａ 4.00 Ａ 3.11

Ｂ 0.00 0.74 0.00 0.00 Ｂ 6.00 Ｂ 4.42

Ｃ 0.00 0.00 0.64 0.00 Ｃ 15.00 Ｃ 9.55

Ｄ 0.00 0.00 0.00 0.72 Ｄ 19.00 Ｄ 13.64

y
原材料商品自給額

((I-Ｍ^)y)

商
　
品

(I-Ｍ^)y
原材料商品自給係数

（I-Ｍ^）

商　品

商
　
品

国内需要
（y）

商
　
品
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 続いて輸出（e）に�𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚を足して、�𝒆𝒆 + �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚�を求める。 

 

 

ⅱ．生産波及効果の測定 

 自給商品需要額�𝒆𝒆 + �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚�を逆行列係数�𝐼𝐼 − 𝐴𝐴�𝐼𝐼 −𝑀𝑀���−1に乗じて、Ａ～Ｄ各商品の

産出（生産波及）額（q）を求める。 
𝒒𝒒 = �𝐼𝐼 − 𝐴𝐴�𝐼𝐼 −𝑀𝑀���−1�𝒆𝒆+ �𝐼𝐼 − 𝑀𝑀��𝒚𝒚� 

 

 

 この結果は、③ⅰ．で示したＳＮＡ産業連関表の商品別産出額と一致している。 
  

Ａ 3.00 Ａ 3.11 Ａ 6.11

Ｂ 6.00 Ｂ 4.42 Ｂ 10.42

Ｃ 9.00 Ｃ 9.55 Ｃ 18.55

Ｄ 12.00 Ｄ 13.64 Ｄ 25.64

商
　
品

輸出
（e）

e

商
　
品

自給商品国内需要額
((I-Ｍ^)y)

（I-Ｍ^）y

商
　
品

自給商品需要額
(e+(I-Ｍ^)y)

e+(I-Ｍ^)y

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 1.33 0.14 0.01 0.01 Ａ 6.11 Ａ 10.00

Ｂ 0.27 1.39 0.10 0.08 Ｂ 10.42 Ｂ 20.00

Ｃ 0.04 0.19 1.48 0.01 Ｃ 18.55 Ｃ 30.00

Ｄ 0.02 0.08 0.06 1.48 Ｄ 25.64 Ｄ 40.00

e+(I-Ｍ^)y

商
　
品

産出（生産波及）額
（q）

商
　
品

q
逆行列係数

（(I-(I-Ｍ^)Ａ)
-1
）

商　品

商
　
品

自給商品需要額
(e+(I-Ｍ^)y)
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Appendix １ 

2022 年推計結果「第１表 取引基本表（名目）」（内生 29 部門表） 
  

０
１

０
２

０
３

０
４

０
５

０
６

０
７

０
８

０
９

１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

３
１

３
２

３
３

３
４

３
５

３
６

３
７

３
８

３
９

４
０

４
１

農
林

水
産

業
鉱

業
食

料
品

繊
維

製
品

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

化
学

石
油

・
石

炭
製

品
窯

業
・

土
石

製
品

一
次

金
属

金
属

製
品

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
電

気
機

械
情

報
・

通
信

機
器

輸
送

用
機

械
そ

の
他

の
製

造
品

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
廃

棄
物

処
理

業

建
設

業
卸

売
・

小
売

業
運

輸
・

郵
便

業
宿

泊
・

飲
食

サ
ー

ビ
ス

業
情

報
通

信
業

金
融

・
保

険
業

不
動

産
業

専
門

・
科

学
技

術
、

業
務

支
援

サ
ー

ビ
ス

業

公
務

教
育

保
健

衛
生

・
社

会
事

業
そ

の
他

の
サ

ー
ビ

ス
内

生
部

門
計

政
府

現
実

最
終

消
費

（
集

合
消

費
支

出
）

国
内

家
計

最
終

消
費

支
出

対
家

計
民

間
非

営
利

団
体

最
終

消
費

支
出

政
府

現
物

社
会

移
転

（
個

別
消

費
支

出
）

在
庫

変
動

総
固

定
資

本
形

成
・

公
的

総
固

定
資

本
形

成
・

民
間

輸
出

輸
入

（
控

除
）

最
終

需
要

計
（

国
内

総
生

産
）

産
出

額

０
１

農
林

水
産

業
1,709,077

340
8,076,930

23,019
5,825

93,367
1,227

4,751
4,176

1,762
13,165

1,438
5,137

1,694
9,548

601,546
5,130

75,136
538,927

8,343
772,769

7,291
11,030

2,999
63,171

7,823
63,041

309,492
100,276

12,518,438
0

3,624,113
0

0
22,242

0
229,928

154,940
-3,935,928

95,295
12,613,733

０
２

鉱
業

473
3,787

22,556
25,875

319,729
1,991,228

16,364,597
710,249

4,592,546
6,012

55,793
14,446

40,749
8,834

59,470
23,360

13,704,613
364,642

42,121
18,377

515
884

154
163

1,584
679

209
3,280

-4,261
38,372,666

0
-5,904

0
0

274,899
0

-7,056
57,268

-37,788,730
-37,469,523

903,143

０
３

食
料

品
1,484,474

2,187
8,967,813

19,532
28,702

363,243
9,143

14,129
24,338

16,817
57,602

15,795
26,969

7,225
41,364

88,153
45,107

89,559
1,130,211

72,208
5,493,127

51,907
71,112

34,363
192,111

64,360
227,814

1,094,002
197,248

19,930,607
0

29,929,418
0

0
62,847

0
0

872,995
-10,133,206

20,732,054
40,662,661

０
４

繊
維

製
品

77,412
3,404

56,361
972,286

53,921
35,854

2,096
36,229

17,321
15,497

58,522
35,423

39,997
6,123

76,891
167,297

34,217
203,730

440,300
76,738

74,357
61,447

75,569
7,182

234,980
157,423

3,829
284,811

222,364
3,531,575

0
4,831,726

0
0

-82,481
651

313,732
770,640

-5,640,912
193,356

3,724,931

０
５

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

344,031
818

559,747
29,066

2,456,741
344,024

3,802
88,595

18,303
33,802

90,568
64,153

101,143
15,209

55,506
771,549

29,787
202,259

768,796
183,076

91,510
505,942

130,936
21,162

314,356
83,080

59,829
453,128

47,018
7,867,938

0
245,226

0
0

-23,581
0

0
415,471

-670,103
-32,987

7,834,951

０
６

化
学

632,439
15,690

614,533
259,746

356,820
11,603,870

391,222
342,733

290,530
132,809

491,030
312,435

303,744
63,839

623,595
3,557,550

285,535
440,408

3,421,852
53,432

98,413
130,782

29,133
10,175

680,346
1,145,778

20,545
8,296,792

401,305
35,007,081

0
3,226,805

0
0

707,065
0

0
8,493,688

-13,499,630
-1,072,072

33,935,009

０
７

石
油

・
石

炭
製

品
341,935

85,242
256,837

70,473
71,686

2,891,693
1,110,552

188,375
1,460,877

90,438
154,626

18,450
46,654

7,582
164,293

134,825
1,825,631

1,465,439
1,969,113

1,880,807
220,686

228,313
176,079

108,704
929,780

1,104,927
124,945

433,410
587,174

18,149,548
0

5,758,252
0

0
469,817

0
0

2,146,097
-5,304,384

3,069,782
21,219,330

０
８

窯
業

・
土

石
製

品
32,018

700
101,971

5,925
6,314

167,031
6,781

491,707
184,185

46,173
309,914

411,881
141,323

17,883
278,609

124,924
27,152

3,666,973
46,365

7,757
45,325

4,212
4,293

6,676
35,328

10,985
34,794

98,786
99,359

6,415,349
0

121,499
0

0
83,154

0
0

1,007,308
-806,425

405,536
6,820,885

０
９

一
次

金
属

1,205
4,516

90,833
9,353

3,997
331,814

18,784
222,568

25,519,048
4,693,518

5,850,776
1,003,285

2,451,558
293,538

4,906,149
544,506

14,900
2,927,418

28,958
30,905

14,479
7,267

447
28

4,200
18,552

66
233,818

105,125
49,331,612

0
196,388

0
0

-158,759
-26,486

-165,242
8,782,777

-8,788,794
-160,116

49,171,496

１
０

金
属

製
品

22,874
19,785

545,818
13,658

14,304
258,942

8,011
77,552

39,342
950,953

1,492,830
273,747

493,987
101,739

578,654
380,308

21,136
6,984,378

428,580
79,047

71,212
29,683

11,175
26,653

38,760
259,183

4,344
43,689

168,645
13,438,991

0
288,213

0
586

28,906
17,375

483,799
977,974

-1,600,579
196,274

13,635,265

１
１

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械
827

3,989
1,665

2,908
580

15,677
462

40,799
24,254

11,878
6,687,602

57,039
453,488

43,486
610,365

75,053
48,824

493,748
582,510

11,735
1,009

10,718
4,238

553
41,680

259,262
966

875,152
1,715,664

12,076,129
0

127,149
0

185
833,081

651,109
19,365,108

16,182,068
-8,085,184

29,073,516
41,149,645

１
２

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
437

132
2,971

3,428
604

52,895
648

23,474
67,280

50,373
1,630,942

4,829,792
2,560,721

1,027,870
848,422

78,970
2,544

37,422
326,291

5,553
1,891

88,869
7,990

1,170
10,005

176,829
2,472

10,485
1,194,817

13,045,299
0

224,915
0

0
516,307

0
0

8,421,640
-6,672,032

2,490,830
15,536,129

１
３

電
気

機
械

4,471
637

2,259
1,486

794
9,414

707
8,604

50,359
11,281

1,249,021
223,799

2,202,305
119,478

2,358,222
20,751

4,891
608,421

188,212
18,364

5,180
19,696

7,476
2,635

28,517
109,865

17,547
12,980

579,481
7,866,861

0
3,615,294

0
0

264,053
268,893

5,461,311
7,406,341

-6,232,743
10,783,149

18,650,010

１
４

情
報

・
通

信
機

器
551

213
2,154

424
638

4,593
507

867
2,633

1,625
30,506

1,512
8,673

79,111
251,206

3,101
3,428

127,549
58,728

10,291
5,943

18,466
14,995

7,832
98,577

98,248
1,211

5,636
61,284

900,503
0

4,172,465
0

0
90,828

1,046,314
5,846,173

1,201,848
-8,621,566

3,736,062
4,636,565

１
５

輸
送

用
機

械
72,804

70
16

4,875
0

11,137
15

4,770
7,818

214
531,085

4
217,460

115,246
22,917,554

9,877
137

136
585,965

667,021
14

412
7

1
4,640

222,449
2,052

5
1,918,108

27,293,890
0

4,843,594
0

0
232,870

595,020
5,672,458

20,159,397
-5,776,665

25,726,674
53,020,564

１
６

そ
の

他
の

製
造

品
199,132

12,990
1,068,912

141,711
515,638

781,431
14,064

140,053
160,225

124,299
1,142,882

286,101
749,592

184,699
1,902,963

5,617,913
586,223

4,633,473
1,684,069

340,379
239,538

1,654,285
747,202

107,681
1,989,275

587,467
219,085

872,528
1,291,521

27,995,340
0

4,260,758
0

5,491
121,581

120,684
1,646,961

3,554,113
-9,048,062

661,526
28,656,866

１
７

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
廃

棄
物

処
理

業
123,915

41,532
660,774

159,675
521,665

948,214
176,968

366,702
1,716,414

326,977
516,952

411,914
193,964

31,251
730,523

756,331
5,562,589

532,456
3,195,698

1,302,774
2,254,498

757,931
494,221

443,891
1,551,942

2,587,167
1,041,065

1,967,386
1,437,030

30,812,411
3,223,135

10,262,962
0

0
0

0
0

0
0

13,486,097
44,298,508

１
８

建
設

業
44,258

5,914
18,415

15,197
36,154

108,009
13,742

41,188
150,905

59,821
69,764

44,962
35,265

6,981
41,118

79,940
541,205

56,812
375,237

271,497
38,370

219,137
116,403

762,375
182,113

417,857
158,845

220,393
101,825

4,233,697
0

0
0

0
0

22,130,686
41,861,142

0
0

63,991,828
68,225,525

１
９

卸
売

・
小

売
業

986,456
38,212

3,185,008
284,660

735,230
1,467,839

300,331
278,814

1,608,578
697,580

1,921,270
522,106

899,804
164,782

1,962,524
1,941,213

1,140,013
4,006,304

3,338,200
484,882

2,847,036
812,660

365,596
177,039

1,992,132
1,094,234

250,514
3,641,120

1,653,825
38,797,963

0
54,073,561

0
9,841

392,626
449,712

7,259,487
11,077,852

-109,387
73,153,692

111,951,655

２
０

運
輸

・
郵

便
業

371,738
28,785

1,201,437
81,676

327,670
802,842

423,051
296,100

1,118,830
306,919

634,746
198,167

325,298
68,167

727,564
680,898

1,814,718
1,938,525

2,693,454
5,784,811

643,961
1,016,689

1,076,812
103,082

1,240,486
1,154,787

256,448
862,213

1,035,289
27,215,160

476,508
11,397,585

0
20,728

92,141
44,526

672,048
7,133,034

-3,300,310
16,536,260

43,751,420

２
１

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

34,019
17,941

144,642
26,721

61,094
192,709

43,613
51,930

138,315
105,610

263,812
94,812

124,610
29,309

179,780
252,911

297,006
541,883

1,140,944
433,234

596,523
454,887

538,804
176,663

710,273
281,226

93,964
565,193

419,210
8,011,639

0
17,096,420

0
0

0
0

0
120,415

-24,488
17,192,347

25,203,986

２
２

情
報

通
信

業
47,838

8,319
160,871

39,916
47,305

484,135
27,193

59,465
141,853

102,323
451,571

155,503
290,909

82,925
284,257

239,849
672,726

627,590
3,856,614

496,840
467,334

10,134,337
2,556,975

291,063
6,167,256

1,495,699
107,482

971,376
1,342,035

31,811,559
0

15,058,072
0

42,097
-81,048

1,089,027
11,599,887

1,715,910
-4,189,354

25,234,591
57,046,150

２
３

金
融

・
保

険
業

149,744
40,798

187,593
66,050

49,680
180,020

47,739
59,840

183,482
139,518

233,364
56,736

92,597
21,534

206,381
242,344

611,954
662,105

1,672,380
708,044

235,630
310,286

1,980,369
8,164,766

933,938
677,494

138,753
483,794

402,824
18,939,757

0
20,514,380

0
0

0
0

0
2,552,468

-2,949,169
20,117,679

39,057,436

２
４

不
動

産
業

9,629
9,341

77,102
21,893

13,148
113,092

10,746
24,980

50,951
60,132

124,946
28,428

66,455
15,730

79,740
107,234

200,399
303,463

3,120,050
730,560

320,143
1,449,148

674,433
2,506,795

830,177
92,160

31,390
1,191,746

624,287
12,888,297

0
63,983,366

0
1,285

0
0

3,048,669
0

0
67,033,320

79,921,617

２
５

専
門

・
科

学
技

術
、

業
務

支
援

サ
ー

ビ
ス

業
120,176

52,453
1,014,013

164,104
95,234

1,560,405
71,387

311,400
313,404

379,377
1,381,157

513,034
809,751

288,410
1,481,613

1,066,606
2,008,804

7,204,681
9,454,337

2,111,332
1,446,041

10,868,536
4,610,466

2,536,191
10,574,330

3,665,640
622,067

4,207,931
2,094,702

71,027,593
1,357,382

1,988,124
286,373

145,797
0

3,019,119
21,116,479

11,432,680
-12,231,951

27,114,003
98,141,596

２
６

公
務

13,847
54

594
177

168
1,108

687
401

1,499
428

1,808
0

604
163

1,245
686

7,771
9,191

7,329
4,399

1,952
138,227

3,495
10,325

60,393
0

78
5,337

821,696
1,093,659

40,156,408
1,525,893

0
2,372,297

0
0

0
0

0
44,054,598

45,148,257

２
７

教
育

251
231

5,971
161

657
5,704

255
1,723

1,356
3,647

10,613
9,310

11,091
2,402

5,847
2,028

12,836
8,207

15,245
45,106

17,962
161,259

6,823
16

27,420
4,643

49
5,387

7,677
373,884

481,249
5,837,367

2,673,448
12,066,443

0
0

0
0

0
21,058,507

21,432,391

２
８

保
健

衛
生

・
社

会
事

業
4,072

2,127
17,275

3,171
7,261

23,180
5,170

6,160
16,427

12,515
31,310

11,254
14,793

3,483
21,353

30,081
34,575

64,292
155,438

95,193
30,392

77,816
69,156

21,478
91,607

39,066
6,036

1,071,930
59,978

2,026,592
714,650

14,859,623
3,324,525

58,990,573
0

0
0

0
0

77,889,371
79,915,963

２
９

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

279,207
50,104

238,335
47,777

45,347
373,432

65,265
115,349

268,118
149,178

397,490
90,857

143,552
29,918

237,625
274,735

1,078,034
950,411

962,596
847,486

309,648
1,200,690

412,705
195,972

3,412,647
697,001

187,342
1,240,878

849,162
15,150,859

238,736
21,470,696

1,699,826
577,274

0
0

0
7,164,118

-3,247,825
27,902,825

43,053,684

３
０

内
生

部
門

計
7,109,308

450,319
27,283,406

2,494,945
5,776,908

25,216,901
19,118,764

4,009,510
38,173,367

8,531,478
25,885,666

9,686,381
12,852,194

2,838,610
41,642,386

17,874,536
30,621,881

39,226,616
42,228,518

16,780,195
16,345,461

30,421,789
14,198,090

15,727,634
32,442,022

16,513,877
3,676,788

29,462,679
19,534,671

556,124,898
46,648,068

303,527,960
7,984,172

74,232,597
3,846,547

29,406,629
124,404,885

121,801,042
-158,657,427

553,194,473
1,109,319,371

３
１

固
定

資
本

減
耗

1,868,627
169,351

2,513,987
510,157

488,765
4,604,410

410,994
818,137

1,846,878
822,815

4,508,197
2,580,862

3,066,235
1,395,588

6,062,620
2,658,510

8,268,709
3,454,540

8,553,371
8,742,614

1,650,999
7,843,954

2,785,465
32,218,032

11,134,565
12,875,988

3,763,131
5,989,845

4,243,895
145,851,240

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

145,851,240

３
２

生
産

に
課

さ
れ

る
税

585,385
60,231

2,917,550
113,433

221,447
961,698

1,706,201
287,956

1,120,267
493,035

1,386,736
556,259

508,561
148,781

1,048,054
1,006,895

1,463,571
2,806,806

7,454,911
2,859,305

901,568
2,327,475

869,859
5,604,964

5,655,970
75,050

133,536
521,713

2,865,910
46,663,123

0
0

0
0

-346,982
-462,952

-8,034,476
0

0
-8,844,410

37,818,713

３
３

補
助

金
-744,708

-692
-17,100

0
0

0
-2,925,630

0
0

0
0

0
0

0
-578

0
-283,230

-384,205
-29,336

-163,767
0

0
-367,965

-25,991
-46,506

0
0

-710,260
-33,694

-5,733,662
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
-5,733,662

３
４

雇
用

者
報

酬
2,532,397

246,812
7,241,389

1,044,611
1,365,924

3,563,569
283,579

1,708,778
3,078,680

3,902,251
8,685,991

2,401,272
2,923,444

664,134
6,930,428

8,297,435
3,298,957

23,567,383
34,051,550

20,149,978
4,624,782

15,467,125
11,641,578

4,615,748
41,074,847

15,683,342
13,895,023

34,779,731
17,558,208

295,278,950
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
295,278,950

３
５

営
業

余
剰

・
混

合
所

得
1,262,723

-22,879
723,429

-438,217
-18,093

-411,570
2,625,423

-3,496
4,952,304

-114,315
683,056

311,356
-700,423

-410,547
-2,662,344

-1,180,507
928,619

-445,615
19,692,643

-4,616,907
1,681,176

985,807
9,930,410

21,781,231
7,880,697

0
-36,086

9,872,253
-1,115,308

71,134,822
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
71,134,822

３
６

付
加

価
値

計
5,504,425

452,824
13,379,255

1,229,986
2,058,043

8,718,108
2,100,566

2,811,375
10,998,129

5,103,787
15,263,979

5,849,748
5,797,816

1,797,955
11,378,178

10,782,330
13,676,627

28,998,909
69,723,137

26,971,225
8,858,525

26,624,361
24,859,346

64,193,983
65,699,574

28,634,380
17,755,603

50,453,284
23,519,013

553,194,473
0

0
0

0
-346,982

-462,952
-8,034,476

0
0

-8,844,410
544,350,063

３
７

産
出

額
12,613,733

903,143
40,662,661

3,724,931
7,834,951

33,935,009
21,219,330

6,820,885
49,171,496

13,635,265
41,149,645

15,536,129
18,650,010

4,636,565
53,020,564

28,656,866
44,298,508

68,225,525
111,951,655

43,751,420
25,203,986

57,046,150
39,057,436

79,921,617
98,141,596

45,148,257
21,432,391

79,915,963
43,053,684

1,109,319,371
46,648,068

303,527,960
7,984,172

74,232,597
3,499,565

28,943,677
116,370,409

121,801,042
-158,657,427

544,350,063
0
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Appendix ２ 

2022 年推計結果「第２表 投入係数表（名目）」（内生 29 部門表） 

   

０
１

０
２

０
３

０
４

０
５

０
６

０
７

０
８

０
９

１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

農
林

水
産

業
鉱

業
食

料
品

繊
維

製
品

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

化
学

石
油

・
石

炭
製

品
窯

業
・

土
石

製
品

一
次

金
属

金
属

製
品

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
電

気
機

械
情

報
・

通
信

機
器

輸
送

用
機

械
そ

の
他

の
製

造
品

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
廃

棄
物

処
理

業

建
設

業
卸

売
・

小
売

業
運

輸
・

郵
便

業

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

情
報

通
信

業
金

融
・

保
険

業
不

動
産

業

専
門

・
科

学
技

術
、

業
務

支
援

サ
ー

ビ
ス

業

公
務

教
育

保
健

衛
生

・
社

会
事

業

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

内
生

部
門

計

０
１

農
林

水
産

業
0.13549

0.00038
0.19863

0.00618
0.00074

0.00275
0.00006

0.00070
0.00009

0.00013
0.00032

0.00009
0.00028

0.00037
0.00018

0.02099
0.00012

0.00110
0.00481

0.00019
0.03066

0.00013
0.00028

0.00004
0.00064

0.00017
0.00294

0.00387
0.00233

0.01129

０
２

鉱
業

0.00004
0.00419

0.00056
0.00695

0.04081
0.05868

0.77121
0.10413

0.09340
0.00044

0.00136
0.00093

0.00219
0.00191

0.00112
0.00082

0.30937
0.00535

0.00038
0.00042

0.00002
0.00002

0.00000
0.00000

0.00002
0.00002

0.00001
0.00004

-0.00010
0.03459

０
３

食
料

品
0.11769

0.00242
0.22054

0.00524
0.00366

0.01070
0.00043

0.00207
0.00050

0.00123
0.00140

0.00102
0.00145

0.00156
0.00078

0.00308
0.00102

0.00131
0.01010

0.00165
0.21795

0.00091
0.00182

0.00043
0.00196

0.00143
0.01063

0.01369
0.00458

0.01797

０
４

繊
維

製
品

0.00614
0.00377

0.00139
0.26102

0.00688
0.00106

0.00010
0.00531

0.00035
0.00114

0.00142
0.00228

0.00215
0.00132

0.00145
0.00584

0.00077
0.00299

0.00393
0.00175

0.00295
0.00108

0.00194
0.00009

0.00239
0.00349

0.00018
0.00356

0.00517
0.00318

０
５

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

0.02727
0.00091

0.01377
0.00780

0.31356
0.01014

0.00018
0.01299

0.00037
0.00248

0.00220
0.00413

0.00542
0.00328

0.00105
0.02692

0.00067
0.00297

0.00687
0.00418

0.00363
0.00887

0.00335
0.00027

0.00320
0.00184

0.00279
0.00567

0.00109
0.00709

０
６

化
学

0.05014
0.01737

0.01511
0.06973

0.04554
0.34194

0.01844
0.05025

0.00591
0.00974

0.01193
0.02011

0.01629
0.01377

0.01176
0.12414

0.00645
0.00646

0.03057
0.00122

0.00391
0.00229

0.00075
0.00013

0.00693
0.02538

0.00096
0.10382

0.00932
0.03156

０
７

石
油

・
石

炭
製

品
0.02711

0.09438
0.00632

0.01892
0.00915

0.08521
0.05234

0.02762
0.02971

0.00663
0.00376

0.00119
0.00250

0.00164
0.00310

0.00471
0.04121

0.02148
0.01759

0.04299
0.00876

0.00400
0.00451

0.00136
0.00947

0.02447
0.00583

0.00542
0.01364

0.01636

０
８

窯
業

・
土

石
製

品
0.00254

0.00078
0.00251

0.00159
0.00081

0.00492
0.00032

0.07209
0.00375

0.00339
0.00753

0.02651
0.00758

0.00386
0.00526

0.00436
0.00061

0.05375
0.00041

0.00018
0.00180

0.00007
0.00011

0.00008
0.00036

0.00024
0.00162

0.00124
0.00231

0.00578

０
９

一
次

金
属

0.00010
0.00500

0.00223
0.00251

0.00051
0.00978

0.00089
0.03263

0.51898
0.34422

0.14218
0.06458

0.13145
0.06331

0.09253
0.01900

0.00034
0.04291

0.00026
0.00071

0.00057
0.00013

0.00001
0.00000

0.00004
0.00041

0.00000
0.00293

0.00244
0.04447

１
０

金
属

製
品

0.00181
0.02191

0.01342
0.00367

0.00183
0.00763

0.00038
0.01137

0.00080
0.06974

0.03628
0.01762

0.02649
0.02194

0.01091
0.01327

0.00048
0.10237

0.00383
0.00181

0.00283
0.00052

0.00029
0.00033

0.00040
0.00574

0.00020
0.00055

0.00392
0.01212

１
１

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械
0.00007

0.00442
0.00004

0.00078
0.00007

0.00046
0.00002

0.00598
0.00049

0.00087
0.16252

0.00367
0.02432

0.00938
0.01151

0.00262
0.00110

0.00724
0.00520

0.00027
0.00004

0.00019
0.00011

0.00001
0.00043

0.00574
0.00005

0.01095
0.03985

0.01089

１
２

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
0.00004

0.00015
0.00007

0.00092
0.00008

0.00156
0.00003

0.00344
0.00137

0.00369
0.03963

0.31088
0.13730

0.22169
0.01600

0.00276
0.00006

0.00055
0.00292

0.00013
0.00008

0.00156
0.00021

0.00002
0.00010

0.00392
0.00012

0.00013
0.02775

0.01176

１
３

電
気

機
械

0.00035
0.00071

0.00006
0.00040

0.00010
0.00028

0.00003
0.00126

0.00102
0.00083

0.03035
0.01441

0.11809
0.02577

0.04448
0.00072

0.00011
0.00892

0.00168
0.00042

0.00021
0.00035

0.00019
0.00003

0.00029
0.00243

0.00082
0.00016

0.01346
0.00709

１
４

情
報

・
通

信
機

器
0.00004

0.00024
0.00005

0.00011
0.00008

0.00014
0.00002

0.00013
0.00005

0.00012
0.00074

0.00010
0.00047

0.01706
0.00474

0.00011
0.00008

0.00187
0.00053

0.00024
0.00024

0.00032
0.00038

0.00010
0.00100

0.00218
0.00006

0.00007
0.00142

0.00081

１
５

輸
送

用
機

械
0.00577

0.00008
0.00000

0.00131
0.00000

0.00033
0.00000

0.00070
0.00016

0.00002
0.01291

0.00000
0.01166

0.02486
0.43224

0.00035
0.00000

0.00000
0.00523

0.01525
0.00000

0.00001
0.00000

0.00000
0.00005

0.00493
0.00010

0.00000
0.04455

0.02460

１
６

そ
の

他
の

製
造

品
0.01579

0.01438
0.02629

0.03804
0.06581

0.02303
0.00066

0.02053
0.00326

0.00912
0.02777

0.01842
0.04019

0.03984
0.03589

0.19604
0.01323

0.06791
0.01504

0.00778
0.00950

0.02900
0.01913

0.00135
0.02027

0.01301
0.01022

0.01092
0.03000

0.02524

１
７

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
廃
棄
物
処
理
業

0.00982
0.04599

0.01625
0.04287

0.06658
0.02794

0.00834
0.05376

0.03491
0.02398

0.01256
0.02651

0.01040
0.00674

0.01378
0.02639

0.12557
0.00780

0.02855
0.02978

0.08945
0.01329

0.01265
0.00555

0.01581
0.05730

0.04857
0.02462

0.03338
0.02778

１
８

建
設

業
0.00351

0.00655
0.00045

0.00408
0.00461

0.00318
0.00065

0.00604
0.00307

0.00439
0.00170

0.00289
0.00189

0.00151
0.00078

0.00279
0.01222

0.00083
0.00335

0.00621
0.00152

0.00384
0.00298

0.00954
0.00186

0.00926
0.00741

0.00276
0.00237

0.00382

１
９

卸
売

・
小

売
業

0.07821
0.04231

0.07833
0.07642

0.09384
0.04325

0.01415
0.04088

0.03271
0.05116

0.04669
0.03361

0.04825
0.03554

0.03701
0.06774

0.02574
0.05872

0.02982
0.01108

0.11296
0.01425

0.00936
0.00222

0.02030
0.02424

0.01169
0.04556

0.03841
0.03498

２
０

運
輸

・
郵

便
業

0.02947
0.03187

0.02955
0.02193

0.04182
0.02366

0.01994
0.04341

0.02275
0.02251

0.01543
0.01276

0.01744
0.01470

0.01372
0.02376

0.04097
0.02841

0.02406
0.13222

0.02555
0.01782

0.02757
0.00129

0.01264
0.02558

0.01197
0.01079

0.02405
0.02453

２
１

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

0.00270
0.01987

0.00356
0.00717

0.00780
0.00568

0.00206
0.00761

0.00281
0.00775

0.00641
0.00610

0.00668
0.00632

0.00339
0.00883

0.00671
0.00794

0.01019
0.00990

0.02367
0.00797

0.01380
0.00221

0.00724
0.00623

0.00438
0.00707

0.00974
0.00722

２
２

情
報

通
信

業
0.00379

0.00921
0.00396

0.01072
0.00604

0.01427
0.00128

0.00872
0.00289

0.00750
0.01097

0.01001
0.01560

0.01789
0.00536

0.00837
0.01519

0.00920
0.03445

0.01136
0.01854

0.17765
0.06547

0.00364
0.06284

0.03313
0.00502

0.01216
0.03117

0.02868

２
３

金
融

・
保

険
業

0.01187
0.04517

0.00461
0.01773

0.00634
0.00531

0.00225
0.00877

0.00373
0.01023

0.00567
0.00365

0.00497
0.00464

0.00389
0.00846

0.01381
0.00971

0.01494
0.01618

0.00935
0.00544

0.05070
0.10216

0.00952
0.01501

0.00647
0.00605

0.00936
0.01707

２
４

不
動

産
業

0.00076
0.01034

0.00190
0.00588

0.00168
0.00333

0.00051
0.00366

0.00104
0.00441

0.00304
0.00183

0.00356
0.00339

0.00150
0.00374

0.00452
0.00445

0.02787
0.01670

0.01270
0.02540

0.01727
0.03137

0.00846
0.00204

0.00147
0.01491

0.01450
0.01162

２
５

専
門
・
科
学
技
術
、
業
務
支
援
サ
ー
ビ

ス
業

0.00953
0.05808

0.02494
0.04406

0.01216
0.04598

0.00336
0.04565

0.00637
0.02782

0.03356
0.03302

0.04342
0.06220

0.02794
0.03722

0.04535
0.10560

0.08445
0.04826

0.05737
0.19052

0.11804
0.03173

0.10775
0.08119

0.02903
0.05265

0.04865
0.06403

２
６

公
務

0.00110
0.00006

0.00002
0.00005

0.00002
0.00003

0.00003
0.00006

0.00003
0.00003

0.00004
0.00000

0.00003
0.00004

0.00002
0.00002

0.00018
0.00014

0.00007
0.00010

0.00008
0.00242

0.00009
0.00013

0.00062
0.00000

0.00000
0.00007

0.01909
0.00099

２
７

教
育

0.00002
0.00026

0.00015
0.00004

0.00008
0.00017

0.00001
0.00025

0.00003
0.00027

0.00026
0.00060

0.00060
0.00052

0.00011
0.00007

0.00029
0.00012

0.00014
0.00103

0.00071
0.00283

0.00018
0.00000

0.00028
0.00010

0.00000
0.00007

0.00018
0.00034

２
８

保
健

衛
生

・
社

会
事

業
0.00032

0.00236
0.00043

0.00085
0.00093

0.00068
0.00024

0.00090
0.00033

0.00092
0.00076

0.00072
0.00079

0.00075
0.00040

0.00105
0.00078

0.00094
0.00139

0.00218
0.00121

0.00136
0.00177

0.00027
0.00093

0.00087
0.00028

0.01341
0.00139

0.00183

２
９

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

0.02214
0.05548

0.00586
0.01283

0.00579
0.01100

0.00308
0.01691

0.00545
0.01094

0.00966
0.00585

0.00770
0.00645

0.00448
0.00959

0.02434
0.01393

0.00860
0.01937

0.01229
0.02105

0.01057
0.00245

0.03477
0.01544

0.00874
0.01553

0.01972
0.01366

３
０

内
生

部
門

計
0.56362

0.49861
0.67097

0.66980
0.73733

0.74309
0.90101

0.58783
0.77633

0.62569
0.62906

0.62348
0.68913

0.61222
0.78540

0.62374
0.69126

0.57496
0.37720

0.38354
0.64853

0.53328
0.36352

0.19679
0.33056

0.36577
0.17155

0.36867
0.45373

0.50132

３
１

固
定

資
本

減
耗

0.14814
0.18751

0.06183
0.13696

0.06238
0.13568

0.01937
0.11995

0.03756
0.06035

0.10956
0.16612

0.16441
0.30100

0.11435
0.09277

0.18666
0.05063

0.07640
0.19983

0.06551
0.13750

0.07132
0.40312

0.11345
0.28519

0.17558
0.07495

0.09857
0.13148

３
２

生
産

に
課

さ
れ

る
税

0.04641
0.06669

0.07175
0.03045

0.02826
0.02834

0.08041
0.04222

0.02278
0.03616

0.03370
0.03580

0.02727
0.03209

0.01977
0.03514

0.03304
0.04114

0.06659
0.06535

0.03577
0.04080

0.02227
0.07013

0.05763
0.00166

0.00623
0.00653

0.06657
0.04207

３
３

補
助

金
-0.05904

-0.00077
-0.00042

0.00000
0.00000

0.00000
-0.13788

0.00000
0.00000

0.00000
0.00000

0.00000
0.00000

0.00000
-0.00001

0.00000
-0.00639

-0.00563
-0.00026

-0.00374
0.00000

0.00000
-0.00942

-0.00033
-0.00047

0.00000
0.00000

-0.00889
-0.00078

-0.00517

３
４

雇
用

者
報

酬
0.20077

0.27328
0.17808

0.28044
0.17434

0.10501
0.01336

0.25052
0.06261

0.28619
0.21108

0.15456
0.15675

0.14324
0.13071

0.28954
0.07447

0.34543
0.30416

0.46056
0.18349

0.27113
0.29806

0.05775
0.41853

0.34737
0.64832

0.43520
0.40782

0.26618

３
５

営
業

余
剰

・
混

合
所

得
0.10011

-0.02533
0.01779

-0.11764
-0.00231

-0.01213
0.12373

-0.00051
0.10072

-0.00838
0.01660

0.02004
-0.03756

-0.08855
-0.05021

-0.04120
0.02096

-0.00653
0.17590

-0.10553
0.06670

0.01728
0.25425

0.27253
0.08030

0.00000
-0.00168

0.12353
-0.02591

0.06413

３
６

付
加

価
値

計
0.43638

0.50139
0.32903

0.33020
0.26268

0.25691
0.09899

0.41217
0.22367

0.37431
0.37094

0.37653
0.31088

0.38778
0.21460

0.37626
0.30874

0.42505
0.62280

0.61647
0.35147

0.46672
0.63648

0.80321
0.66944

0.63423
0.82845

0.63133
0.54627

0.49868

３
７

産
出

額
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
1.00000

1.00000
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Appendix ３ 

2022 年推計結果「第３表 逆行列係数表（名目）」（内生 29 部門表） 

 

０
１

０
２

０
３

０
４

０
５

０
６

０
７

０
８

０
９

１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

農
林

水
産

業
鉱

業
食

料
品

繊
維

製
品

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

化
学

石
油

・
石

炭
製

品
窯

業
・

土
石

製
品

一
次

金
属

金
属

製
品

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
電

気
機

械
情

報
・

通
信

機
器

輸
送

用
機

械
そ

の
他

の
製

造
品

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
廃

棄
物

処
理

業

建
設

業
卸

売
・

小
売

業
運

輸
・

郵
便

業

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

情
報

通
信

業
金

融
・

保
険

業
不

動
産

業

専
門

・
科

学
技

術
、

業
務

支
援

サ
ー

ビ
ス

業

公
務

教
育

保
健

衛
生

・
社

会
事

業

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

０
１

農
林

水
産

業
1
.
1
3
8
8
0

0
.
0
0
3
5
8

0
.
2
1
0
6
4

0
.
0
0
9
6
5

0
.
0
0
5
9
9

0
.
0
0
7
4
5

0
.
0
0
0
6
5

0
.
0
0
3
2
4

0
.
0
0
1
5
9

0
.
0
0
2
3
5

0
.
0
0
2
8
9

0
.
0
0
2
2
0

0
.
0
0
3
1
2

0
.
0
0
2
9
1

0
.
0
0
3
1
3

0
.
0
2
4
4
6

0
.
0
0
1
9
1

0
.
0
0
4
3
4

0
.
0
0
7
7
9

0
.
0
0
2
0
7

0
.
0
6
6
3
1

0
.
0
0
2
6
0

0
.
0
0
2
6
3

0
.
0
0
0
7
2

0
.
0
0
2
6
2

0
.
0
0
2
0
1

0
.
0
0
5
2
1

0
.
0
0
7
6
8

0
.
0
0
5
1
1

1
.
5
3
3
6
3

0
.
8
7
8
2
9

０
２

鉱
業

0
.
0
0
0
9
9

1
.
0
0
2
1
2

0
.
0
0
0
7
8

0
.
0
0
1
2
9

0
.
0
0
2
7
0

0
.
0
0
3
7
9

0
.
0
1
7
8
2

0
.
0
0
3
8
5

0
.
0
0
4
9
9

0
.
0
0
2
0
0

0
.
0
0
1
2
2

0
.
0
0
0
9
7

0
.
0
0
1
1
6

0
.
0
0
0
7
7

0
.
0
0
1
2
4

0
.
0
0
1
1
1

0
.
0
0
8
6
1

0
.
0
0
1
2
7

0
.
0
0
0
7
7

0
.
0
0
1
1
2

0
.
0
0
1
2
8

0
.
0
0
0
4
5

0
.
0
0
0
3
6

0
.
0
0
0
1
4

0
.
0
0
0
4
6

0
.
0
0
1
0
7

0
.
0
0
0
5
9

0
.
0
0
0
7
2

0
.
0
0
0
8
1

1
.
0
6
4
4
5

0
.
6
0
9
6
0

０
３

食
料

品
0
.
1
3
3
8
0

0
.
0
0
9
9
0

1
.
2
4
1
6
2

0
.
0
1
1
9
2

0
.
0
1
2
5
0

0
.
0
1
8
2
2

0
.
0
0
1
8
2

0
.
0
0
7
2
2

0
.
0
0
3
9
8

0
.
0
0
6
2
0

0
.
0
0
6
3
5

0
.
0
0
5
3
3

0
.
0
0
6
6
2

0
.
0
0
6
0
5

0
.
0
0
5
8
6

0
.
0
1
2
7
2

0
.
0
0
4
8
4

0
.
0
0
7
0
1

0
.
0
1
5
1
2

0
.
0
0
5
9
5

0
.
2
2
7
3
1

0
.
0
0
5
8
2

0
.
0
0
7
0
3

0
.
0
0
2
0
2

0
.
0
0
5
7
5

0
.
0
0
5
1
4

0
.
0
1
2
8
1

0
.
0
1
8
7
2

0
.
0
0
9
7
2

1
.
8
1
7
3
4

1
.
0
4
0
7
7

０
４

繊
維

製
品

0
.
0
0
3
3
0

0
.
0
0
1
9
8

0
.
0
0
1
7
3

1
.
0
9
9
1
5

0
.
0
0
4
4
0

0
.
0
0
1
0
3

0
.
0
0
0
1
7

0
.
0
0
2
6
6

0
.
0
0
0
5
5

0
.
0
0
0
9
4

0
.
0
0
1
1
7

0
.
0
0
1
4
8

0
.
0
0
1
5
3

0
.
0
0
1
1
3

0
.
0
0
1
4
8

0
.
0
0
3
2
4

0
.
0
0
0
7
1

0
.
0
0
1
9
0

0
.
0
0
1
9
3

0
.
0
0
1
0
7

0
.
0
0
2
0
3

0
.
0
0
1
0
6

0
.
0
0
1
1
7

0
.
0
0
0
2
4

0
.
0
0
1
3
4

0
.
0
0
1
7
3

0
.
0
0
0
2
9

0
.
0
0
1
7
9

0
.
0
0
2
5
1

1
.
1
4
3
7
0

0
.
6
5
4
9
8

０
５

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

0
.
0
4
6
2
4

0
.
0
0
4
7
9

0
.
0
3
3
5
7

0
.
0
1
6
3
8

1
.
4
1
1
0
2

0
.
0
2
0
7
9

0
.
0
0
1
1
3

0
.
0
2
1
7
6

0
.
0
0
3
0
6

0
.
0
0
6
5
9

0
.
0
0
7
5
6

0
.
0
0
9
9
9

0
.
0
1
2
7
2

0
.
0
0
9
3
0

0
.
0
0
7
4
4

0
.
0
4
6
0
8

0
.
0
0
3
6
5

0
.
0
1
0
3
2

0
.
0
1
2
6
0

0
.
0
0
8
1
5

0
.
0
1
5
2
3

0
.
0
1
7
4
6

0
.
0
0
8
0
2

0
.
0
0
1
7
0

0
.
0
0
7
6
0

0
.
0
0
5
5
8

0
.
0
0
5
3
4

0
.
0
1
1
4
8

0
.
0
0
5
7
5

1
.
7
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